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 SQL Server 2000 へのアップグレード
ホワイトペーパー
発行：2000 年 9 月
最新情報については、http://www.microsoft.com/sql/ および SQL Server 2000 Evaluation Edition CD の Books Online をご参照ください。
はじめに
Microsoft® SQL Server™ 2000 は、マイクロソフトの .NET エンタープライズ アプリケーションおよびサーバーにおけるデータ管理/分析バックボーンです。前バージョンの SQL Server 7.0 および SQL Server 6.5 から、性能、信頼性、拡張性、品質、および使い勝手が向上しています。SQL Server 2000 には、XML (Extensible Markup Language) の豊富なサポート、包括的な分析サービス、および単純化されたデータベース管理機能が用意されており、これらを組み合わせることによって、信頼性と拡張性の高い 電子商取引、データウェアハウス、および一連のビジネスアプリケーションを構築することができます。こうした機能の全てにより、SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードが、非常に価値あるものとなっています。
SQL Server 2000 には、電子商取引アプリケーション向けに、企業が既存システムをWeb対応にさせたり、新規にアプリケーションを構築したりするのに必要となる各種ツールが用意されています。データベースやアプリケーションの開発者は、XML 統合サポートを利用することで、データベースへの XML の格納や、XML フォーマットデータの検索が容易に行えます。XML サポートによって、アプリケーションの統合を迅速に行えると共に、Web サイトの柔軟性が増し、またプラットフォーム間や企業間での情報交換が容易になります。
SQL Server 2000 のデータ ウェアハウスおよびビジネス インテリジェンス機能として、強化されたデータ変換ツール、高度なデータ分析機能、および拡張性に優れたオンライン分析処理 (OLAP) などあります。SQL Server 2000 の新機能であるデータ マイニングは、膨大なデータに隠れている傾向を見つけために用いられます。さらに、分析情報をインターネット経由で提供する機能を通じて、ファイアウォールを経由する場合でも、分析ソリューションへの真の Web ベース アクセスが可能となります。

またSQL Server 2000 には、一連のビジネス アプリケーションに必要な信頼性と拡張性が備わっています。拡張性を保証するため、SQL Server 2000 は 32 個の CPU と 64 ギガバイト (GB) の RAM をサポートしています。また、信頼性を高めるため、ログ シッピング、オンライン バックアップ、およびフェイルオーバ クラスタの機能もサポートされています。さらに信頼性を保証するため、SQL Server 2000 には徹底したテストが実施されました。SQL Server 7.0 では 65,000 の機能テストと 158 の負荷テストが実施されたのに対して、新リリースでは、96,000 の機能テストと 474 の負荷テストが実施されました。
最近のベンチマークテストの結果、SQL Server 2000 は、最も要求の厳しいアプリケーションの処理に求められるパフォーマンスを十分発揮することが証明されました。
· TPC-C ベンチマーク テストの結果、Microsoft Windows® 2000 で動作する SQL Server 2000 は、UNIX で動作する Oracle と比較して、半分の総システム コストで、約 2 倍の性能を発揮しました。Compaq ProLiant 8500-700-96P (12 ノード) で動作する SQL Server は、262,243 tpmC を達成し、tpmC 当たりの価格は 20.24 米ドル、また、総システム コストは 530 万ドルでした。
· Windows 2000 で動作する SQL Server 2000 は、SAP R/3 Sales and Distribution Standard Benchmark on Windows で最高の性能を上げました。7,500 人の販売および流通の同時使用ユーザーをサポートし、Windows 2000 で動作する Oracle に比べて、53 パーセント高い拡張性を示しました。
· Compaq で動作する SQL Server 2000 Enterprise Edition および Windows 2000 Advanced Server は、3,442人の同時使用ユーザーという、標準の J.D. Edwards OneWorld Benchmark の世界記録を達成しました。それは、Oracle/Sun の以前の記録を、37 パーセント以上上回るものです。
これらの進歩を鑑みれば、SQL Server 2000 は、SQL Server 7.0 または SQL Server 6.5 からの非常に価値あるアップグレードとなります。そして、正しい計画と多少の根気を持つことで、これらのアップグレードをスムーズに進めることができます。

SQL Server Upgrade Wizard は、大多数のユーザーがほとんどのアップグレードをできるだけ容易に行えるようデザインされました。ユーザーは、ほとんどの場合、デフォルトの値とオプションを使用するだけでアップグレードすることができます。しかし、適切な準備を整え、アップグレード手順を熟知しておけば、発生する可能性のある問題に対して事前の防止や解決が容易に行えます。本書では、アップグレードの準備や、手順の理解に必要となる情報について説明しています。
本ホワイトペーパーでは、SQL Server 6.5 および SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードの手順について詳しく解説しています。これには、次の項目が含まれます。
· アップグレードの準備。
· Database Copy Wizard を使用した、SQL Server 7.0 データベースの SQL Server 2000 への移行。
· SQL Server Upgrade Wizard を使用した、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレード。
· SQL Server 7.0 および SQL Server 6.5 に対する下位互換性の理解。
· フェイルオーバ クラスタリングのアップグレード、インストール、トラブルシューティング。
SQL Server 2000 へのアップグレード: 概要
Microsoft SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードは、SQL Server Setup プログラムが最初の [Installation Selection] 画面で表示する基本的な選択肢の 1 つです。[Upgrade, remove, or add components to an existing installation of SQL Server] をクリックすると、セットアップ プログラムは現在インストールされているプログラムを検出し、選択されたアップグレードに対する一連のセットアップ画面の実行を開始します。アップグレードには、次の種類があります
· SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 への完全なインストール アップグレード (SQL Server 7.0 への上書きインストール)
· SQL Server 2000 へのコンポーネントの追加
· SQL Server 2000 の既存機能セットへのアップグレード (エディション アップグレードおよびコンポーネント アップグレード)
· SQL Server Upgrade Wizard を使用した、SQL Server version 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレード
· Copy Database Wizard を使用した、SQL Server 7.0 データベースの SQL Server 2000 データベースフォーマットへのオンライン データベース アップグレード
SQL Server 7.0 からのアップグレードでは、各アップグレードに対して、Microsoft Management Console および Microsoft Distributed Transaction Coordinator などの外部パッケージをインストールし、レジストリを更新する必要があります。master データベースおよびほかのシステム データベースは、特定のオプションを搭載したサーバー上で動作する一連のスクリプトを使って、さまざまな方法でアップグレードされます。アップグレード処理がエラー終了した場合は、組み込みの回復処理によって、アップグレードの再起動と再開が行われます。
ハードウェアおよびソフトウェアの必要条件
SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードでは、コンピュータは、SQL Server 2000 のハードウェアおよびソフトウェアの必要条件と同時に、次のアップグレード必要条件を満足する必要があります。
	ハードウェア/ソフトウェア
	アップグレード必要条件

	オペレーティング システム
	· Microsoft Windows NT® Server 4.0 Enterprise Edition Service Pack 5 (SP5) 以降
· Windows NT Server 4.0 SP5 以降
· Windows NT Workstation 4.0 SP5 以降
· Internet Explorer 5.0 以降
· Windows 2000

	SQL Server 6.5
	SQL Server 6.5 を、同一コンピュータ上の SQL Server 2000 のインスタンスへアップグレードする場合は、SQL Server 6.5 Service Pack 5 (SP5) 以降が適用されている必要があります。SQL Server 6.5 を、別のコンピュータの SQL Server 2000 のインスタンスへアップグレードする場合は、SQL Server 6.5 Service Pack 3 (SP3) 以降が適用されている必要があります。

	SQL Server 7.0
	SQL Server 7.0 (任意のレベルの Service Pack)

	ネットワーク プロトコル
	名前付きパイプ。SQL Server 6.5、SQL Server 7.0、SQL Server 2000 は全て、デフォルトのパイプ \\.\pipe\sql\query を監視する必要があります。名前付きパイプは、テープ バックアップのアップグレードでも必要です。

	ハードディスク容量
	SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードでは、ハードディスク容量の増強は必要ありません。しかし、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレードでは、SQL Server 6.5 のデータベースの約 1.5 倍のサイズが必要です。


SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレード
SQL Server 7.0 を、SQL Server 2000 へのバージョン アップグレードで上書きすることができます。セットアップを実行して、SQL Server 7.0 が既にインストールされていることが検出された場合、アップグレードのオプションを選択できます。この処理では、SQL Server 7.0 の全てのプログラム ファイルがアップグレードされ、SQL Server 7.0 のデータベースに格納されている全てのデータが保存されます。さらに、SQL Server Books Online for SQL Server 7.0 もコンピュータに残ります。
注: SQL Server 7.0 のツールが SQL Server 2000 へアップグレードされる際、SQL Server 7.0 プロファイラ トレースと登録サーバーはアップグレードされません。同様に、Microsoft Repository 2.0 と一緒にインストールされた情報モデルも、自動的にはアップグレードされません。SQL Server 2000 は、データ変換サービス (DTS) とオープン インフォメーション モデル (OIM) の両方について、情報モデルの新しい方のバージョンをサポートします。

また、SQL Server 2000 へのバージョン アップグレード中、SQL Server のあるエディションから別のエディションへアップグレードすることもできます。

注意: このバージョン アップグレードを実行した後、SQL Server 7.0 はコンピュータには残りません。SQL Server 7.0 を復元する唯一の方法は、まず SQL Server 2000 をアンインストールし、SQL Server 7.0 のファイルを完全に再インストールしてから、バックアップした SQL Server 7.0 のデータベースを復元します。
インストール時のアップグレード
1. CD-ROM ドライブに、アップグレードするエディションの SQL Server 2000 CD を挿入します。CD が自動実行しない場合は、CD のルート ディレクトリの Autorun.exe をダブルクリックします。

注: 現在の SQL Server 7.0 より多数の機能をサポートする SQL Server のエディションを購入した場合は、アップグレード処理では、バージョンとエディションのアップグレードが同時に実行されます。
2. [SQL Server 2000 Components] をクリックし、[Install Database Server] をクリックします。セットアップ プログラムによって、SQL Server Installation Wizard が実行されます。[Welcome] 画面で、[Next] をクリックします。
3. [Computer Name] ダイアログ ボックスでは、[Local Computer] がデフォルトのオプションであり、エディット ボックスにローカル コンピュータ名が表示されます。[Next] をクリックします。
4. [Installation Selection] ダイアログ ボックスで、[Upgrade, remove, or add components to an existing instance of SQL Server] をクリックし、[Next] をクリックします。
5. I[Instance Name] ダイアログ ボックスでは、[Default] が選択されます。[Next] をクリックします。

注: アップグレードのとき、SQL Server 7.0 は、自動的に SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスになります。
6. [Existing Installation] ダイアログ ボックスで、[Upgrade your existing installation] をクリックし、[Next] をクリックします。
7. [Upgrade] ダイアログ ボックスで、要求したアップグレードの処理を続行するかどうかの確認を求められます。[Yes, upgrade my <text specific to the upgrade>] をクリックしてアップグレード処理を開始し、[Next] をクリックします。処理が終了するまで、アップグレードが実行されます。
8. [Connect to Server] ダイアログ ボックスで、認証モードを選択し、[Next] をクリックします。
9. 使用するモードが不明の場合は、デフォルトの [The Windows account information I use to log on to my computer with (Windows)] のままとします。
10. [Start Copying Files] ダイアログ ボックスで、[Next] をクリックします。
11. [Setup Complete] ダイアログ ボックスで、[Yes, I want to restart my computer now] をクリックし、[Finish] をクリックします。
注意: このバージョン アップグレード処理では、現在の Microsoft SQL Server 7.0 が上書きされ、コンピュータには残りません。さらに、以前のレジストリ設定も削除されます。そのため、例えば、アップグレードの後でサーバーの再登録が必要となります。
アップグレード後の処理
SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードが完了したら、フルテキスト カタログを再設定し、統計データを更新することをお勧めします。この処理は両方とも時間はかかりますが、SQL Server 2000 の性能が向上します。
1. フルテキスト カタログの再設定 - アップグレードを行うと、データベースに対してフルテキストが使用不可に設定されます。これは、SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードで、フォーマットが変更になったためです。カタログはアップグレード後に再設定する必要がありますが、この処理は時間を要する場合があるため、自動的には実行されません。管理者は、都合のよい時間にフルテキスト カタログの再設定を行うように計画してください。
2. 統計データの更新 - SQL Server 2000 へアップグレードした後、全ての SQL Server 7.0 の統計データを更新することをお勧めします。大規模なデータベースの場合、この更新は膨大な時間を要する場合がありますが、SQL Server 7.0 の統計データを SQL Server 2000 で使用してもクエリの性能は向上しません。sp_updatestats ストアド プロシージャを使用して、SQL Server 2000 データベースのユーザー定義テーブルの統計データをアップグレードしてください。
3. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「下位互換性」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
4. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「レプリケーションとアップグレード」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
5. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「フェイルオーバ クラスタリング」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
SQL Server 7.0 からのオンライン データベース アップグレード - Copy Database Wizard の使用
Copy Database Wizard を使用すれば、処理中にサーバーをシャットダウンしなくても、SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 のインスタンスへの、データベースおよびメタデータの移動やコピーができます。オンライン データベース アップグレードには、次の利点があります。
· アップグレード中にサーバーのダウンタイムがありません。
· アップグレードするデータベースをユーザーが選択でき、ほかのデータベースは元の (SQL Server 7.0) サーバーから利用可能のままにしておくことができます。
· アップグレード処理に、関連するメタデータを含めることができます。例えば、ユーザー データベースに関連したログオン情報、ジョブ、ユーザー指定のオブジェクトを含めることができます。
· 処理を、都合のよい時間に実行できます。
Database Copy Wizard はデタッチとアタッチの機能をベースとしており、ユーザー データベースを元のサーバーから転送先のサーバーに移動したり、コピーしたりすることができます。データ変換サービス (DTS) パッケージは、実際の移動やコピー処理を実行します。このパッケージを特定の時間に実行するようスケジュールしたり、必要に応じて再実行したりすることができます。
ローカルとリモートのオプション
データベース管理者は、SQL Server 7.0 のインスタンスから、ローカル コンピュータの SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンス、またはリモートコンピュータのデフォルトのインスタンスまたは名前付きインスタンスへ、1つまたは複数のデータベースを移動したり、コピーしたりすることができます。このアップグレード機能は、SQL Server 6.5 データベースではサポートされません。
· ローカル コンピュータ - SQL Server 7.0 データベースは、ローカル コンピュータの SQL Server 2000 の名前付きインスタンスへアップグレードすることができます。
· リモート コンピュータ - SQL Server 7.0 データベースは、リモート コンピュータの SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスまたは名前付きインスタンスへアップグレードすることができます。
注: コンピュータ上に同時に存在できる SQL Server のデフォルトのインスタンスは、SQL Server 7.0 のデフォルトのインスタンスか SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスのどちらか 1 つだけです。SQL Server 6.5 も、デフォルトのインスタンスになることができます。
注: Copy Database Wizard は、次の状況では使用できません。
· 元と先のサーバーの両方で同じ名前を持つデータベースは、移動やコピーを行うことができません。データベース選択の画面で、「Already exists (既に存在します)」と表示されます。
· レプリケーションが設定されているデータベースには、通常のサーバー アップグレードが必要です。
Copy Database Wizard の保護機能
データベースの移動やコピーの開始時には、処理中にファイルが変更されないようにするために、1 人の管理者が全ファイルの排他的な使用権を持つ必要があります。データベース ファイルのコピーには、両方の SQL Server の sysadmin 権限とサーバー/ネットワークの管理者権限の、2つの接続が必要です。

データの破損を防ぐため、SQL Server 7.0 データベースは読み出し専用にしておく必要があり、処理中に名前の変更もできません。元と先のサーバーに同じ名前がある場合は、データベース アップグレードの前に解決しておく必要があります。先のサーバーには、上書きされるデータはありません。

1 回の操作で複数のデータベースの移動またはコピーを行う場合、実際には、同時に 1つのデータベースが移動されます。つまり、データベースは一度デタッチされ、ファイルがコピーされてから、再度アタッチされます。問題が発生しないように、DTS パッケージはエラー ログに、データベースを元のサーバーからデタッチする旨のメッセージを書き込みます。同時に、データベースを先のサーバーにアタッチするためのスクリプトが作成されます。データベースが正常に先のサーバーにアタッチされると、正常終了を示す別のエントリがログに書き込まれます。アップグレードの転送先がクラスタ サーバーのとき、Copy Database Wizard では、先のクラスタ サーバーの共有ドライブ 1 個だけを選択できます。元のサーバーが、クラスタ サーバーであっても構いません。

注: アップグレード処理とは関係ありませんが、Copy Database Wizard を使用して、SQL Server 2000 の 1つのインスタンスから SQL Server 2000 の別のインスタンスへ、データベースの移動やコピーを行うことができます。
Copy Database Wizard (Enterprise Manager) を使用して、オンラインでデータベースをアップグレードするには
· サーバー グループを展開し、サーバーを展開します。
· サーバーを右クリックして、[All Tasks] をポイントし、[Copy Database Wizard] をクリックします。
· ウィザードの手順を終了します。
アップグレード後の処理
SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードが完了したら、フルテキスト カタログを再設定し、統計データを更新することをお勧めします。この処理は両方とも時間はかかりますが、SQL Server 2000 の性能が向上します。
1. フルテキスト カタログの再設定 - アップグレードを行うと、データベースに対してフルテキストが使用不可に設定されます。これは、SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードで、フォーマットが変更になったためです。カタログはアップグレード後に再設定する必要がありますが、この処理は時間を要する場合があるため、自動的には実行されません。管理者は、都合のよい時間にフルテキスト カタログの再設定を行うように計画してください。
2. 統計データの更新 - SQL Server 2000 へアップグレードした後、全ての SQL Server 7.0 の統計データを更新することをお勧めします。大規模なデータベースの場合、この更新は膨大な時間を要する場合がありますが、SQL Server 7.0 の統計データを SQL Server 2000 で使用してもクエリの性能は良くなりません。sp_updatestats ストアド プロシージャを使用して、SQL Server 2000 データベースのユーザー定義テーブルの統計データをアップグレードしてください。
3. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「下位互換性」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
4. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「レプリケーションとアップグレード」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
5. SQL Server 2000 の SQL Server 7.0 との下位互換性の詳細については、本書の「フェイルオーバ クラスタリング」の項、または SQL Server 2000 Books Online を参照してください。
SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのデータベースのアップグレード
SQL Server Upgrade Wizard を使用して、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 のフォーマットにデータを変換できます。このウィザードでは、任意のデータベースまたは全てのデータベースをアップグレードすることができ、全てのカタログ データ、オブジェクト、ユーザー データを転送します。また、レプリケーションの設定、SQL Executive の設定、および SQL Server 6.5 のほとんどの構成オプションも転送します。アップグレードの全ての内容を調べてください。これについては「SQL Server 6.5 からのアップグレードの準備」で後述します。

注: SQL Server Upgrade Wizard を実行するには、Microsoft SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスがコンピュータにインストールされている必要があります。
SQL Server Upgrade Wizard は、複数の SQL Server 6.5 からのデータベースの統合はサポートしていません。SQL Server 6.5 データベースを複数サーバーからアップグレードする場合は、全ての SQL Server 6.5 データベースを 1つのサーバーに統合してから、ウィザードを実行して、その統合したサーバーをアップグレードしてください。

SQL Server Upgrade Wizard は、コンピュータから SQL Server 6.5 を削除しません。アップグレードの実行にテープ バックアップを使用している場合は、ディスク容量を節約するために、SQL Server 6.5 デバイスを削除することもできます。

アップグレード処理が完了すると、同じデータの 2 個のセットを含め、SQL Server が 2 個インストールされた状態になります。SQL Server 6.5 と SQL Server 2000 は、互いに独立しています。

アップグレードを 1 台のコンピュータで実行した場合は、追加のディスク容量が必要になります。1 台のコンピュータから別のコンピュータへのアップグレードも可能です。
注: SQL Server 6.5 を、コンピュータにずっと置いておくことができます。同一コンピュータ上に SQL Server 6.5 と SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスをインストールする以外に、同一コンピュータ上に SQL Server 2000 の複数の名前付きインスタンスをインストールすることもできます。
SQL Server 6.5 からのアップグレードの準備
SQL Server Upgrade Wizard による SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 への移行を行う前に、以下の手順を実行してください。
1. SQL Server 6.5 のデータベース ファイル (master を含む、全ての .dat ファイル) をバックアップして、必要な場合に完全に復元できるようにしておきます。
2. SQL Server 6.5 データベースに適切な Database Console Command (DBCC) を実行して、整合性が取れていることを確認します。
3. 必要なディクス容量を見積もります。Microsoft SQL Server 2000 が使用するハード ディスク容量に加えて、SQL Server 6.5 データベースの約 1.5 倍のサイズが必要です。必要なディスク容量見積もりの詳細については後述しますので、参照してください。
4. SQL Server 6.5 の tempdb を、最低 10 メガバイト (MB) に設定します。推奨値は、25 MB です。tempdb 設定の詳細については、詳細については後述しますので、参照してください。
5. master データベースに、最低 3 MB の空き領域があることを確認します。
6. master データベースに、全てのデータベース ユーザーのログオン情報があることを確認します。

システム ログオン情報は master データベースに存在するため、この確認は、データベースを復元するためには重要です。
7. SQL Server 2000 に、@@SERVERNAME が定義されていることを確認します。@@SERVERNAME が NULL の場合は、sp_addserver システム ストアド プロシージャを使用できます。例えば、コンピュータ名が「production」の場合、コマンドは sp_addserver 'production1',local となります。この変更は、MSSQLServer サービスが再起動されるまで適用されません。

注: SQL Server 6.5 はコンピュータ名のハイフン (-) を認識しないため、ハイフンをアンダースコア (_) で置き換えてください。
8. 全てのスタートアップ ストアド プロシージャを使用不可にします。

アップグレード処理の間、SQL Server Upgrade Wizard は SQL Server 6.5 サーバーの起動や停止を行います。スタートアップ時にストアド プロシージャが実行されると、アップグレード処理が応答しなくなる場合があります。
9. 全てのデータベース間の従属性を同時に満たすアップグレードになっていることを確認します。

例えば、database1、database2、database4 の 3 個のデータベースをアップグレードするとき、SQL Server 6.5 の master..sysdatabases の USER1 に対するログオン情報が、デフォルトで database3 (アップグレード対象のデータベースにはない) になっているとします。SQL Server Upgrade Wizard は、データベースがアップグレードされないため、ログオン情報を生成しません。そのため、SQL Server 2000 には、ログオン情報が存在しなくなります。USER1 が、アップグレードされる任意のデータベースのオブジェクトの所有者リストにある場合、USER1 のログオン情報が存在しないため、これらのオブジェクトは生成されません。
10. 2 台のコンピュータのアップグレードを実行する場合は、ローカルのシステム アカウントまたはローカルのユーザー アカウントを使用する代わりに、SQL Server 6.5 と SQL Server 2000 に対する MSSQLServer サービスにドメインのユーザー名とパスワードを割り当てます。ドメインのユーザー アカウントは、アップグレードする両方のコンピュータの Administrators グループに属している必要があります (1 台のコンピュータのアップグレードでは、ローカルのシステム アカウントで十分です)。
11. レプリケーションを停止し、ログが空であることを確認します。
1. SQL Server に依存する全てのサービスを含め、全てのアプリケーションを終了します。アップグレードを実行するために、SQL Server 6.5 データベースを新しいコンピュータにコピーした場合は、新しい SQL Server 6.5 の master データベースを次のように更新する必要があります。
2. SQL Server 6.5 master データベースの参照を、前のサーバー名から現在のサーバー名に変更します。詳細については後述しますので、参照してください。
3. SQL Server 6.5 master データベースのデバイス ファイル位置を更新します。詳細については後述しますので、参照してください。
4. 全てのユーザーが、対応するログオン情報を持っていることを確認します。
アップグレードに必要なディスク容量の見積もり
SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレードを実行する前に、十分なディスク容量があることを確認してください。アップグレードを行うコンピュータが 1 台か 2 台かにかかわらず、この確認は重要です。

SQL Server Upgrade Wizard は、SQL Server 6.5 サーバを SQL Server 2000 へアップグレードするのに必要なディスク容量を見積もります。ウィザードは、現在の SQL Server 6.5 を調べて、SQL Server 6.5 のデータが SQL Server 2000 で使用するディスク容量を見積もります。

次の見積もりを行うことができます。
· SQL Server 2000 データベースのサイズ
· SQL Server 2000 ログのサイズ
· tempdb に必要なディスク容量
注: SQL Server Upgrade Wizard は必要なディスク容量を見積もりますが、正確な必要条件を提示することはできません。
SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレードに必要なディスク容量を見積もるには (SQL Server Upgrade Wizard)
注: SQL Server Upgrade Wizard を実行するには、SQL Server 2000 のインスタンスがコンピュータに既にインストールされている必要があります。
1. [Start] メニューの [Programs/Microsoft SQL Server-Switch] をポイントし、[SQL Server Upgrade Wizard] をクリックして、[Next] をクリックします。
2. [Named pipe] をクリックし、[Next] をクリックします。
3. [Export server (6.5)] の [Server name box] に、SQL Server 6.5 が存在するローカル コンピュータまたはリモート コンピュータの名前を入力します。
4. [Administrator password] ('sa') ボックスに、SQL Server 6.5 の sa パスワードを入力し、[Next] をクリックします。

変更していない場合は、SQL Server 2000 のシステム管理者 (sa) パスワードは空白です。
5. アップグレードするデータベースを指定します。ディスク容量の見積もりに含めないデータベースを [Exclude] リストに移動し、[Next] をクリックします。
6. [Use the default configuration or edit the default] をクリックし、[Edit] をクリックします。

SQL Server Upgrade Wizard のレイアウト ユーティリティが表示され、SQL Server 2000 のデータ ファイルのレイアウト案が表示されます。
7. [Advanced] をクリックします。
8. [Proposed database layout box] の中のオブジェクトをクリックして、[Object details] ボックスに詳細を表示します。
9. [The Drive summary box] には、全ての SQL Server 2000 データ ファイルと、ローカルの全てのハード ディスクに残された空きディスク容量の見積もりサイズが表示されます。[Options] メニューの [Freespace includes 6.5 files] をクリックして、SQL Server 6.5 のデータ ファイルが削除された場合の空き容量を表示します。
10. [Accept]をクリックして、[Database Creation] ダイアログ ボックスに戻ります。
11. [Cancel] をクリックして、SQL Server Upgrade Wizard を終了します。
SQL Server 6.5 で tempdb のサイズを変更するには
1. [Start] メニューの [Programs/Microsoft SQL Server 6.5] をポイントし、[ISQL/w] をクリックします。
2. sa パスワードを入力して、[Connect]をクリックします。
3. [DISK INIT] コマンドを実行して、tempdb デバイスのサイズを最低 25 MB まで増やします。
4. [ALTER DATABASE] コマンドを実行して、tempdb データベースのサイズを最低 25 MB まで増やします。
例
--tempdb デバイスのサイズを増やします。

DISK INIT name = 'tempdb1',physname = 'c:\mssql\data\tempdb1.DAT',vdevno = 100, size = 12800

GO

--tempdb のサイズを増やします。

ALTER DATABASE tempdb ON tempdb1 = 25
SQL Server 6.5  master データベースで、現在のサーバー名へ変更するには
1. SQL Server 6.5 を、最少構成で起動します。
2. \Mssql\Binn ディレクトリのコマンド プロンプト ウィンドウで、次のコマンドを実行します。
sqlservr -f 
3. [Start] メニューの[Programs /Microsoft SQL Server 6.5] をポイントし、[ISQL/w] をクリックします。
4. sa パスワードを入力し、[Connect]をクリックします。
5. SELECT @@SERVERNAME を実行して、前のサーバー名を検索します。
6. sp_dropserver を実行して、前のサーバーを削除します。
7. sp_addserver を実行して、現在のサーバーを追加します。
8. SQL Server を停止します。コマンド プロンプト ウィンドウで、Ctrl+C を押します。
9. SQL Server を再起動します。
10. SELECT @@SERVERNAME を実行して、現在のサーバー名を確認します。
例
--SQL Server を最少構成で起動します。

--前のサーバー名を検索します。

SELECT @@SERVERNAME

--前の SELECT で得られたサーバを削除します。
sp_dropserver 'SERVER6X'

--現在のサーバーを追加します。
sp_addserver 'SERVER70', local

--SQL Server を停止します。

--SQL Server を最少構成で再起動します。

--現在のサーバー名を確認します。

SELECT @@SERVERNAME

SQL Server 6.5 master データベースのデバイス ファイル位置を更新するには
1. [Start] メニューの [Programs/Microsoft SQL Server 6.5] をポイントし、[ISQL/w] をクリックします。
2. sa パスワードを入力して、[Connect]をクリックします。
3. master データベースの sysdevices の中から選択して、前のデバイス ファイル位置を表示します。
4. sp_configure を実行してシステム テーブルへの更新を可能にし、オーバーライドで再設定します。
5. 変更されたデバイス ファイル位置を更新します。
6. sp_configure を実行してシステム テーブルへの更新を不可にし、オーバーライドで再設定します。
例
--前のデバイス ファイル位置を表示します。

SELECT phyname FROM sysdevices

--システム テーブルへの更新を可能にします。

sp_configure 'allow updates',1

GO

RECONFIGURE WITH OVERRIDE

GO

--変更されたデバイス ファイル位置を更新します。

UPDATE sysdevices

SET phyname = "E:\Data\HR\HR1.dat"

WHERE name = "HumanResources1"

GO

UPDATE sysdevices

SET phyname = "E:\Data\HR\HR1Log.dat"

WHERE name = "HumanResources1Log"

GO

--システム テーブルへの更新を不可にします。

sp_configure 'allow updates',0

GO

RECONFIGURE WITH OVERRIDE

GO

ダイレクト パイプラインを使用した、SQL Server 6.5 の SQL Server 2000 へのアップグレード
注: SQL Server Upgrade Wizard を実行するには、SQL Server 2000 のインスタンスがコンピュータに既にインストールされている必要があります。
1. [Start] メニューの [Programs/Microsoft SQL Server-Switch] をポイントし、[SQL Server Upgrade Wizard]をクリックして、[Next] をクリックします。
2. [Data and Object Transfer] 画面で、[Named pipe] を含めて、デフォルトの選択を使用し、[Next] をクリックします。確認オプションをお勧めしますが、必須ではありません。詳細については、[Help] をクリックしてください。
3. [Logon] 画面で、[Export server (6.5)] グループ ボックスの [Server name] ボックスに、Microsoft SQL Server 6.5 をインストールするローカル コンピュータまたはリモート コンピュータの名前を入力します。

管理者パスワード ('sa') ボックスに、SQL Server 6.5 の sa パスワードを入力し、[Next] をクリックします。変更していない場合は、SQL Server 2000 のシステム管理者パスワードは空白です。

[Import Server] には、サーバー名が入っています。必要な場合は、起動時のオプション引数を入力します。詳細については、[Help] をクリックしてください。オプションの設定が終了したら、[Next] をクリックします。
4. 継続するかどうかを尋ねるメッセージ ボックスに対して、アップグレードの準備ができている場合は、[Yes] をクリックします。SQL Server Upgrade Wizard は SQL Server 6.5 をシャットダウンし、SQL Server 2000 を起動します。
5. [Code Page Selection] 画面で、デフォルトの設定を使用するか、変更するかして、[Next] をクリックします。
6. [Database Selection] 画面で、アップグレードするデータベースを指定します。ここで、アップグレードしないデータベースを Exclude のリストに移動し、[Next] をクリックします。

全てのデータベースを変換することをお勧めします。
7. [Database Creation] ダイアログ ボックスで、[Use the default configuration or edit the default] をクリックし、[Next] をクリックします。

[Edit] をクリックして、レイアウト ユーティリティで示されたディスク構成の確認と変更を行います。[Proposed Database Layout] ボックスで、必要に応じて変更を行います。Object Details と Drive Summary を表示するには、[Advanced] をクリックします。終了したら、[Accept] をクリックして SQL Server Upgrade Wizard に戻ります。
8. [System Configuration] 画面の [System objects to transfer] で、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へ転送するオブジェクト タイプを選択します。
· サーバー構成
SQL Server 2000 に関連した、ログインとリモート ログインの登録、およびサーバー構成のオプションは、バージョン アップグレードの一環として転送されます。
· レプリケーションの設定
選択された各データベースの全てのアーティクル、サブスクリプション、およびパブリケーション、さらには、ディストリビューション データベース (存在する場合のみ) は、転送とアップグレードの対象となります。
· SQL Executive の設定
SQL Executive でスケジュールされる全てのタスクは、転送とアップグレードの対象となります。これによって、SQL Server 2000 はこれらのタスクを SQL Server Agent でスケジュールし、実行することができます。
9. [System Configuration] 画面の [Advanced] 設定で、ANSI Null の選択を行います。
· [Off]。ストアド プロシージャが生成されたときに、ANSI Null を使用しない場合。これが、デフォルト値です。
· [On]。ストアド プロシージャが生成されたときに、ANSI Null を使用する場合。
10. [Quoted identifiers]で、次のオプションの 1 つを選択し、[Next] をクリックします。
· [Mixed] (または、不明)。QUOTED_IDENTIFIER を ON にして生成したオブジェクトと、OFF にして生成したオブジェクトがある場合。または、どちらかが不明の場合。
· [Off]。全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を OFF にしてコンパイルする場合。
· [On]。全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を ON にしてコンパイルする場合。
11. [Completing the SQL Server Wizard] 画面で、選択したオプションの全体を確認します。アップグレード スクリプトのテキスト バージョンを表示するには、[View warnings and choices in notepad] をクリックします。全てのオプションが正しい場合は、[Finish] をクリックします。
[SQL Server Upgrade Script Interpreter] 画面が表示され、アップグレードの進捗状況が表示されます。
テープ ドライブを使用した、SQL Server 6.5 の SQL Server 2000 へのアップグレード
注: SQL Server Upgrade Wizard を実行するには、SQL Server 2000 のインスタンスがコンピュータに既にインストールされている必要があります。
1. [Start] メニューの Programs/Microsoft SQL Server-Switch をポイントし、SQL Server Upgrade Wizardをクリックして、[Next] をクリックします。
2. [Data and Object Transfer] 画面で、[Tape] をクリックし、[Next] をクリックします。 確認オプションをお勧めしますが、必須ではありません。詳細については、[Help] をクリックしてください。
3. [Logon] 画面で、[Export server (6.5)] グループ ボックスの [Server name] ボックスに、Microsoft SQL Server 6.5 をコンピュータの名前を入力します。

管理者パスワード ('sa') ボックスに、SQL Server 6.5 の sa パスワードを入力し、[Next] をクリックします。

変更していない場合は、SQL Server 2000 の sa パスワードは空白です。

[Import Server (2000)]には、サーバー名が表示されます。必要な場合は、起動時のオプション引数を入力します。詳細については、[Help] をクリックしてください。オプションの設定が終了したら、[Next] をクリックします。
4. 継続するかどうかを尋ねるメッセージ ボックスに対して、アップグレードの準備ができている場合は、[Yes] をクリックします。SQL Server Upgrade Wizard は、SQL Server 2000 に切り替えます。
5. [Code Page Selection] 画面で、デフォルトの設定を使用するか、変更するかして、[Next] をクリックします。
6. [Database Selection] 画面で、アップグレードするデータベースを指定します。ここで、アップグレードしないデータベースを [Exclude] リストに移動し、[Next] をクリックします。
7. [Device for data transfer]で、テープ ドライブの位置を指定します。
8. まだデータベースをバックアップしていない場合は、6.5 デバイス バックアップ オプションで、[Backup 6.5 devices before exporting data] を選択します。

SQL Server Upgrade Wizard は、SQL Server 2000 データベースを作成する前に、SQL Server 6.5 デバイスをバックアップするようメッセージを表示するか、または、自動的にデバイスをコピーします。
9. ディスク容量が不足している場合など必要なときは、[Delete 6.5 devices before importing data] を選択し、[Next] をクリックします。 

オブジェクトおよびデータをエクスポートした後、SQL Server 2000 にデータベースを作成する前に、SQL Server Upgrade Wizard は SQL Server 6.5 デバイスを削除して、ディスク容量を確保します。
10. [Use the default configuration or edit the default] をクリックし、[Next] をクリックします。

[Edit] をクリックして、レイアウト ユーティリティで示されたディスク構成の確認と変更を行います。[Proposed Database Layout] ボックスで、必要に応じて変更を行います。Object Details と Drive Summary を表示するには、[Advanced] をクリックします。終了したら、[Accept] をクリックして SQL Server Upgrade Wizard に戻ります。
11. [System objects to transfer] で、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へ転送するオブジェクト タイプを選択します。
· サーバー構成
SQL Server 2000 に関連した、ログインとリモート ログインの登録、およびサーバー構成のオプションは、バージョン アップグレードの一環として転送されます。
· レプリケーションの設定
選択された各データベースの全てのアーティクル、サブスクリプション、およびパブリケーション、さらには、ディストリビューション データベース (存在する場合のみ) は、転送とアップグレードの対象となります。
· SQL Executive の設定
SQL Executive でスケジュールされる全てのタスクは、転送とアップグレードの対象となります。これによって、SQL Server 2000 はこれらのタスクを SQL Server Agent でスケジュールし、実行することができます。
12. [ANSI Nulls] で、次のいずれかを選択します。
· [Off]。ストアド プロシージャが生成されたときに、ANSI Null を使用しない場合。これが、デフォルト値です。
· [On]。ストアド プロシージャが生成されたときに、ANSI Null を使用する場合。
13. [Quoted identifiers]で、次のオプションの 1 つを選択し、[Next] をクリックします。
· [Mixed] (または、不明)。QUOTED_IDENTIFIER を ON にして生成したオブジェクトと、OFF にして生成したオブジェクトがある場合。または、どちらかが不明の場合。
· [Off]。全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を OFF にしてコンパイルする場合。
· [On]。全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を ON にしてコンパイルする場合。
14. [Completing the SQL Server Wizard] 画面で、選択したオプションの全体を確認します。アップグレード スクリプトのテキスト バージョンを表示するには、[View warnings and choices in notepad] をクリックします。全てのオプションが正しい場合は、[Finish] をクリックします。
[SQL Server Upgrade Script Interpreter] 画面が表示され、アップグレードの進捗状況が表示されます。
SQL Server Upgrade Wizard の使用方法 (SQL Server 6.5 の場合) - 詳細
ここでは、SQL Server Upgrade Wizard のオプションについて詳述します。
データおよびオブジェクトの転送
[Data and Object Transfer] 画面で、アップグレード オプションを選択できます。
6.5 Server からのエクスポート/インポート
オブジェクトおよびデータのチェック ボックスには、SQL Server Upgrade Wizard の処理が示されています。つまり、選択された SQL Server 6.5 データベースからカタログ データ、オブジェクト、およびユーザー データをエクスポートし、それらを新しく作成された SQL Server 2000 データベースにインポートします。
データ転送方式
アップグレードには、次のデータ転送方式のいずれかを使用できます。
· 名前付きパイプ (同時インポート/エクスポート) 
ダイレクト パイプラインを使用することによって、SQL Server Upgrade Wizard は SQL Server 6.5 からの転送をメモリ上で行うことができます。このデータ転送方法は最も信頼性が高く、性能も最大となります。しかし、1 台のコンピュータでのアップグレードのときは、バージョン アップグレードが完了するまで、SQL Server 6.5 デバイスで占有されたディスク領域を再使用できません。そのため、この方法を使用できるのは、十分なディスク領域がある場合だけです。
· テープ (Windows NT テープ ドライバのインストールが必要) 
SQL Server Upgrade Wizard は、アップグレードに選択した全ての SQL Server 6.5 データベースをテープにバックアップします。次に、SQL Server Upgrade Wizard は、オプションに従い、全ての SQL Server 6.5 デバイスを削除して、新しいデータ ファイルが作成される前にディスク領域を解放します。

重要:  SQL Server Upgrade Wizard は、アップグレードの対象デバイスだけでなく、全ての SQL Server 6.5 デバイスを削除します。SQL Server 6.5 デバイスの削除を選択する場合は、全てのデータベースをアップグレードしてください。テープ バックアップ オプションを使用するのは、1 台のコンピュータでアップグレードを行いたいが、ハード ディスクに、SQL Server 2000 と SQL Server 6.5 を同時にインストールしてバージョン アップグレードを行うための十分な領域がない場合だけにしてください。

注: SQL Server Upgrade Wizard は、テープ バックアップを実行するときにも、名前付きパイプを使用します。SQL Server 6.5 および SQL Server 2000 は、デフォルトの名前付きパイプ \\.\pipe\sql\query を受け付けるするように設定されている必要があります。
検証
SQL Server Upgrade Wizard によるオブジェクトおよびデータの転送は、非常に高い信頼性を持っています。オブジェクトが、オブジェクト自体のエラー、または Microsoft SQL Server の互換性の問題でインポートされなかった場合は、SQL Server Upgrade Wizard の出力ログにその旨が記録されます。

SQL Server Upgrade Wizard には、また、次の検証方法がオプションとして用意されています。
· オブジェクト データの正常転送の確認
SQL Server Upgrade Wizard は、アップグレード処理の前に SQL Server 6.5 データベースを、また、アップグレード後に SQL Server 2000 データベースを調べます。各データベースに対して、スキーマおよびストアド プロシージャを含む全てのオブジェクトのリストと各テーブルの行数を作成します。次に、2 つのリストを比較し、不一致があれば報告します。
· データ完全性の徹底的な検証 
SQL Server Upgrade Wizard は、アップグレードの前と後に、各テーブルの各列に対してチェックサムを計算して、データ値が変更されていないことを検証します。

注: SQL Server Upgrade Wizard は、オブジェクトが意識的に変更されている場合は、エラーとして報告しません。あるオブジェクト (通常は、ストアド プロシージャ) が、オブジェクト自体のエラー、または SQL Server 2000 の互換性の問題でインポートされなかった場合は、報告が 2 回行われます。1 回は、オブジェクトのソース コードおよびオブジェクト作成時に SQL Server 2000 から受信したエラー メッセージを表わす SQL スクリプトの中です。もう 1 回は、検証処理の出力の中です。
ダイレクト パイプラインまたはテープ ドライブ使用時のアップグレードの順番
SQL Server Upgrade Wizard は、指定されたオプションを使用してバージョン アップグレードを実行します。SQL Server 6.5 データベースで使用されている SQL Server 6.5 サーバーおよびデータは、バージョン アップグレード処理によって変更されません。このとき、SQL Server 6.5 カタログ データ、オブジェクト、およびデータベースは、SQL Server 2000 との互換性を持つように変換されます。バージョン アップグレードが完了すると、SQL Server 2000 が実稼働のシステムとなります。

ダイレクト パイプラインとテープ ドライブのアップグレードでは、アップグレードの順番は基本的に同じです。1つ異なるのは、データのエクスポートとインポートの方法です。テープ ドライブを使用するとき、データがテープ ドライブにエクスポートされるのは、SQL Server 6.5 をシャットダウンした後、SQL Server 2000 を起動する前です。このデータは、その後、テープ ドライブから SQL Server 2000 へインポートされます。ダイレクト パイプラインを使用するとき、エクスポートとインポートは 1つの手順で同時に行われます。

SQL Server Upgrade Wizard が、SQL Server 6.5 から SQL Server 2000 へのアップグレードを実行する手順を次に示します。ダイレクト パイプラインとテープ ドライブ処理の違いも、説明されています。
1. SQL Server 6.5 を起動
2. SQL Server 6.5 の ODBC および SQL-DMO コンポーネントを更新
3. SQL Server 6.5 データベースを検査
4. レプリケーションの設定をエクスポート
5. master データベースからサーバー構成の設定をエクスポート
6. ログオン情報のエクスポート
7. データベース所有者のエクスポート
8. msdb データベースから SQL Executive のオブジェクトおよび設定をエクスポート
9. 選択された全てのデータベースに対するデータベース オブジェクトのエクスポート
10. SQL Server 6.5 のシャットダウン
· テープ ドライブのみ: テープへのデータのエクスポート
· テープ ドライブのみ: SQL Server 6.5 デバイスのバックアップおよび削除
11. SQL Server 2000 の起動
12. データベースの作成
13. SQL Executive のオブジェクトおよび設定を SQL Server 2000 フォーマットに修正
14. ログオン情報のインポート
15. データベース オブジェクトのインポート
· テープ ドライブのみ: テープから SQL Server 2000 へのデータのインポート
· ダイレクト パイプラインのみ: SQL Server 6.5 からのデータ エクスポートと SQL Server 2000 へのデータ インポートを同時に実行
16. 修正された SQL Executive のオブジェクトおよび設定を SQL Server 2000 にインポート
17. レプリケーション設定のインポート
18. SQL Server 2000 データベースの検査
19. アップグレードが正常に実行されたことの検証
20. SQL Server 2000 でのデータベース オプションの設定
21. サーバーおよびデータベースが移動されたことを記録
22. 一時的な tempdb ファイルの削除 
1 台または 2 台のコンピュータを使用したアップグレード (ログオン画面)
アップグレードは、SQL Server 6.5 および SQL Server 2000 のインストール場所に応じて、1 台のコンピュータ上で行う場合と、あるコンピュータから別のコンピュータへ行う場合があります。SQL Server Upgrade Wizard は、2台のサーバーを、エクスポート サーバーおよびインポート サーバーとして認識します。
· 1 台のコンピュータでのアップグレードでは、インポート サーバーおよびエクスポート サーバーを、デフォルト値のままにしておきます。
· 2 台のコンピュータでのアップグレードでは、SQL Server 6.5 サーバーのコンピュータ名をエクスポート サーバーとして選択します。SQL Server を、あるコンピュータから別のコンピュータにアップグレードするには、その 2 台のコンピュータは、同じネットワーク ドメインに存在する必要があります。
重要: レプリケーションに使用されているサーバーは、1 台のコンピュータでのアップグレードが唯一の方法です。2 台のコンピュータでのアップグレードは、レプリケーション サーバーに対してはサポートされません。
エクスポート サーバー (6.5)
エクスポート サーバー (6.5) は、SQL Server 6.5 サーバーの名前です。このデフォルト値は、SQL Server Upgrade Wizard を実行しているコンピュータの名前ですが、SQL Server 6.5 サーバーが別のコンピュータ存在する場合は変更できます。
· サーバー名
サーバー名は、SQL Server version 6.5 サーバーの名前です。このデフォルト値は、SQL Server Upgrade Wizard を実行しているコンピュータの名前ですが、SQL Server 6.5 サーバーが別のコンピュータ存在する場合は変更できます。
· 管理者パスワード ('sa') 
SQL Server 6.5 サーバーのシステム管理者 (sa) パスワードを入力します。
· 起動時のオプション引数 
SQL Server Upgrade Wizard が SQL Server 6.5 サーバーを起動するときに使用する、任意のトレース フラグまたはほかの起動時パラメータを入力します。
インポート サーバー
インポート サーバーは、SQL Server 2000 サーバーの名前です。これは、常に、SQL Server Upgrade Wizard を実行しているコンピュータの名前です。
· サーバー名
サーバー名は、SQL Server 2000 サーバー コンピュータの名前です。これは、常に、SQL Server Upgrade Wizard を実行しているコンピュータの名前です。
· 管理者パスワード ('sa') 
SQL Server 2000 サーバーのシステム管理者 (sa) パスワードを入力します。SQL Server 2000 をインストールしてから変更していない場合は、デフォルトの sa パスワードは空白です。
· 起動時のオプション引数 
SQL Server Upgrade Wizard が SQL Server 2000 サーバーを起動するときに使用する、任意のトレース フラグまたはほかの起動時パラメータを入力します。
スクリプティング コード ページの選択
SQL Server Upgrade Wizard から、アップグレード スクリプトの作成に使用するスクリプティング コード ページの選択を求められます。[Code Page Selection] 画面が Upgrade Wizard に表示されたとき、ほとんどのユーザーは、master データベースに記録されているコード ページであるデフォルトのコード ページを使用できます。

場合によっては、SQL Server 6.5 のインストールに使用された実際のコード ページが、master データベースに記録されているコード ページとは異なるときがあります。実際のコード ページが記録されているコード ページと異なることが分かっている場合は、[Code Page Selection] 画面の一覧から実際のコード ページを選択してください。
注意: デフォルト値とは異なるスクリプティング コード ページを選択した場合は、レプリケーション設定をアップグレードしないでください。サーバーにレプリケーションを設定している場合は、アップグレードが終了した後で、レプリケーション設定を再構成してください。
SQL Server 2000 の照合設定を強化しても、SQL Server 6.5 アップグレードのコード ページの選択には直接適用されません。
アップグレードするデータベースの選択
SQL Server Upgrade Wizard の実行時に、SQL Server 6.5 データベースの全てまたは一部を選択してアップグレードすることができます。master、msdb、publication のシステム データベース、および pubs と Northwind のサンプル データベースは、明示的には選択できません。しかし、master、msdb、および publication データベースは、SQL Server Upgrade Wizard の [Server Configuration] ダイアログ ボックスでアップグレード対象 (デフォルト値) に選択できます。
注: データベースがアップグレードされた後に、再び SQL Server Upgrade Wizard を実行した場合、前に更新されたデータベースはデフォルトで除外データベースの一覧に入ります。データベースを再びアップグレードする場合は、SQL Server 2000 でデータベースを削除し、そのデータベースをウィザードの処理対象データベースに移動してください。
データベースの構成
SQL Server Upgrade Wizard は、データが転送される前に、必要であれば、アップグレードするデータベースのデータを十分収容できる大きさのデータベースおよびログ ファイルを作成します。[Database Creation] 画面には、SQL Server 2000 のデータベースおよびログ ファイルを作成するいくつかのオプションがあります。
デフォルトのデータベース構成の使用
SQL Server Upgrade Wizard は、選択された各データベースに対して、転送されるオブジェクトおよびデータに必要なディスク容量を見積もり、見積もったサイズのデータベース ファイルを作成します。ウィザードは、ロード データを超える空き領域は計算に入れません。デフォルトでは、データベースのためのデータ ファイルは、SQL Server 6.5 のデータベースで使用された最初のデバイスと同じ場所に置かれます。

SQL Server Upgrade Wizard は、また、SQL Server 6.5 のログ サイズを使用して、各データベースに対するログ ファイルを作成します。デフォルトでは、ログ ファイルは、SQL Server 6.5 のログ ファイルに使用された最初のデバイスと同じ場所に置かれます。

SQL Server Upgrade Wizard では、デフォルトのデータベース構成を表示して、編集を行うことができます。各データベースに対して、次の項目が修正できます。
· 名前とファイル パス
· ファイルの初期サイズ
· 自動拡張の増加値
SQL Server 6.5 データベースで複数デバイスを使用している場合は、同じ場所に複数のデータベース ファイルが作成されます。しかし、最初のデータベース ファイルはデータの全体を収容できるサイズになり、ほかのファイルは最適化されたサイズになります。これらのファイルを削除する場合は、作成される前に行う必要があります。全てのファイルは、外部領域が必要になった場合に自動拡張するように設定されています。
データベースのカスタム構成の使用
カスタム構成の指定には、次の 2つの方法があります。
· SQL Server 2000 で作成したデータベースおよびログの使用
SQL Server Upgrade Wizard は、ユーザー データベースは作成しません。SQL Server Upgrade Wizard を起動する前に、SQL Server 2000 で、必要なデータベースおよびログを作成しなければなりません。このオプションは、必要な場合だけ使用してください。
· ユーザーが提供する SQL スクリプト ファイルの使用
SQL Server Upgrade Wizard は、必要なユーザー データベースとログの作成用にユーザーから提供された SQL スクリプト ファイルを使用します。このオプションは、SQL Server 2000 の新しい CREATE DATABASE ステートメントを熟知している場合に限って使用してください。
ユーザー データベースまたは SQL スクリプト ファイルを作成した場合、SQL Server 2000 データベースは SQL Server 6.5 のときと同じ名前を持つ必要があります。また、SQL Server 2000 では SQL Server 6.5 に比べて、データに多くのディスク領域が必要となる場合があることを覚えておいてください。SQL Server Upgrade Wizard は、この増加分を計算します。SQL Server 2000 データ ファイルのレイアウト案を表示して、SQL Server 2000 データベースの初期見積サイズを調べることができます。また、必要な場合は、デフォルトの構成を編集できます。

各データベースに対して、自動拡張機能を使用可のままにしておくことをお勧めします。また、各データベースに対して、下位互換性レベルの設定も必要となります。
デフォルトのデータベース構成を編集するには
注: SQL Server Upgrade Wizard を実行するには、SQL Server 2000 のインスタンスがコンピュータに既にインストールされている必要があります。
1. SQL Server Upgrade Wizard の [Database Creation] ダイアログ ボックスで、[Edit] をクリックします。
2. [Advanced] をクリックして、オブジェクト詳細とドライブ サマリを表示します。
3. [Proposed database layout] ボックスで、データベース ファイルをダブルクリックします。
4. データベース ファイルの任意の属性を変更して、[OK] をクリックします。
5. ドライブ サマリへの変更を調べます。
6. 全ての変更が終了したら、[Accept] をクリックして、データベース構成を保存します。
データベースのレイアウト案
[Proposed database layout] ダイアログ ボックスには、SQL Server Upgrade Wizard によって作成されるデータベース、ファイル グループ、およびデータ ファイルの一覧が表示されます。[File] メニューから、ファイル グループおよびデータ ファイルの作成と削除を行うことができます。ファイル名、初期サイズ、またはファイル拡張の詳細を編集するデータ ファイルをダブルクリックします。
オブジェクトの詳細
データベース レイアウト案のファイル グループまたはデータ ファイルをクリックして、詳細を調べます。データベース レイアウト案のデータベースをクリックして、要約の情報を調べます。
ドライブ サマリ
ドライブ サマリでは、全てのローカル ハードディスク ドライブが一覧表示されます。各ドライブに対して、SQL Server 6.5 データ ファイルの既存のサイズ、SQL Server 2000 データ ファイルの提示サイズ、および空き領域が一覧表示されます。[Options] メニューの [Freespace includes 6.5] ファイルを選択して、SQL Server 6.5 データ ファイルを削除した場合の空き領域を調べます。このオプションは、テープを使用してアップグレードを実行し、SQL Server 6.5 デバイスを削除した場合の使用可能なディスク容量を示します。
テープ アップグレードの転送オプション
テープ バックアップを実行するときは、テープ ドライブを選択すると共に、SQL Server Upgrade Wizard が行う、SQL Server 6.5 データベース オブジェクトのバックアップおよび削除の方法を選択する必要があります。
データ転送のデバイス
SQL Server Upgrade Wizard は、SQL Server 2000 データベースが作成される前に、アップグレードする全てのデータをこのテープ ドライブに転送します。
SQL Server 6.5 デバイスのバックアップ
また、SQL Server 6.5 デバイスのバックアップを選択することもできます。これは、SQL Server Upgrade Wizard が、アップグレードを完了させるために行うテープへの転送とは別の処理です。デバイスのバックアップには、次の 2つのオプションがあります。
· デバイスの手動バックアップ
SQL Server Upgrade Wizard は、データをエクスポートする前に一時停止し、バックアップの実行を求めてきます。SQL Server Upgrade Wizard は、自動的にはバックアップを行いません。Windows NT Backup などのバックアップ ユーティリティを使用する必要があります。
· 指定する場所へのデバイス ファイルの自動コピー
SQL Server Upgrade Wizard は、データをエクスポートする前に、デバイス ファイルをネットワークの共有ディレクトリにコピーします。
警告: デバイスをテープにバックアップする場合、バックアップ テープを取り外し、ブランク テープを挿入してから続行してください。SQL Server Upgrade Wizard は、データをテープ ドライブに転送する前に、ドライブに入っているテープをフォーマットします。バックアップ テープを取り外さないと、SQL Server Upgrade Wizard によって上書きされます。
SQL Server 6.5 デバイスの削除
SQL Server 2000 データベースの作成の前に SQL Server 6.5 デバイスを削除する場合は、デバイスが削除される前にプロンプトを表示するかどうかを選択できます。デバイスの削除を選択した場合は、1つのデータベースだけをアップグレードする場合であっても、全ての SQL Server 6.5 デバイス ファイルが削除されます。このため、このファイルが復元されるまでは、SQL Server 6.5 サーバーは使用できなくなります。
注: デバイスを削除しないように選択した場合は、SQL Server 6.5 と SQL Server 2000 データベースの両方に十分なディスク領域が必要です。十分な領域が使用できる場合は、テープ アップグレードではなく、名前付きパイプラインを使用することをお勧めします。
システム構成
[System Configuration] 画面で、システム オブジェクトを転送するときのオプションを設定できます。ANSI Null、および引用符で囲まれた識別子です。
転送するシステム オブジェクト
SQL Server Upgrade Wizard の master データベースのアップグレードでは、いくつかの構成オプションが選択できます。
· サーバー構成
SQL Server 2000 に関連した、ログオン情報、リモート ログオンの登録、およびサーバー構成のオプションは、バージョン アップグレード処理の一環として転送されます。SQL Server 2000 で使用されない SQL Server 6.5 構成オプションは、転送されません。
· レプリケーションの設定
選択された各データベースの全てのアーティクル、サブスクリプション、およびパブリケーション、さらには、ディストリビューション データベース (存在する場合のみ) は、転送およびアップグレードの対象となります。
· SQL Executive の設定
SQL Executive でスケジュールされる全てのタスクは、転送およびアップグレードの対象となります。これによって、SQL Server 2000 はこれらのタスクを SQL Server Agent でスケジュールし、実行することができます。
注: レプリケーションまたは SQL Executive 設定をアップグレードすると、SQL Server 2000 レプリケーションまたは SQL Server Agent 設定に対する既存の修正が上書きされます。
ANSI Null

ANSI_NULLS オプションによって、データベースの NULL 値許容のデフォルト値、および NULL 値との比較方法の両方が制御されます。SQL Server 6.5 を SQL Server 2000 へアップグレードするとき、ANSI_NULLS オプションを ON または OFF に設定してください。

SQL Server Upgrade Wizard が SQL Server 2000 データベース テーブルを作成するときは、ANSI_NULLS によって定義されるデータベースの NULL 値許容のデフォルト値は関係しません。 全ての列は、SQL Server 6.5 のステータスに基づいて、明示的に NULL または NOT NULL に設定されます。

ANSI_NULLS オプションが重要となるのは、SQL Server Upgrade Wizard が SQL Server 2000 データベース オブジェクトを作成するときの NULL 値との比較に関してです。ANSI_NULLS が ON に設定されている場合、比較演算子 EQUAL (=) および NOT EQUAL (<>) は、引数の 1 つが NULL のときは常に NULL を返します。ANSI_NULLS が OFF に設定されている場合、これらの演算子は、両方の引数が NULL かどうかによって TRUE または FALSE を返します。

SQL Server 6.5 では、ストアド プロシージャやトリガなどのオブジェクトの ANSI_NULLS オプションは、クエリの実行時に解決されます。SQL Server 2000 では、ANSI_NULLS オプションは、オブジェクトが作成されるときに解決されます。ANSI_NULLS オプションの設定は、アップグレードするデータベースの全てのオブジェクトに対して選択する必要があります。SQL Server Upgrade Wizard は、この ANSI_NULLS 設定を使用して、全てのデータベース オブジェクトを作成します。
引用符で囲まれた識別子
注: 引用符で囲まれた識別子は、SQL Server 2000 ではデフォルトで使用されます。つまり、ON に設定されます。これに対して、SQL Server 7.0 ではデフォルトで OFF に設定されます。
QUOTED_IDENTIFIER 設定によって、Microsoft SQL Server での二重引用符 (") の意味付けが定義されます。QUOTED_IDENTIFIER が OFF に設定されているとき、二重引用符は、単一引用符と同じく、文字列の区切りとなります。QUOTED_IDENTIFIER が ON に設定されているとき、二重引用符は、列名などの識別子の区切りとなります。例えば、識別子の名前が、スペースや句読点などの通常は識別子の中で使用できない文字を含む場合や、Transact-SQL の予約語と一致する場合、識別子を二重引用符で囲む必要があります。識別子は、QUOTED_IDENTIFIER の設定に関係なく、角括弧で区切ることもできます。

例えば、次のステートメントの意味は、QUOTED_IDENTIFIER の設定が ON か OFF かによって異なります。

SELECT "x" FROM T

QUOTED_IDENTIFIER が ON に設定されている場合、"x" は x という名前の列を指します。OFF に設定されている場合、"x" は定数文字列 x であり、文字 x と同じです。

前の SELECT ステートメントの例が、QUOTED_IDENTIFIER が ON に設定されているときに作成されたストアド プロシージャの一部であれば、"x" は、常に x という名前の列を指します。その後、QUOTED_IDENTIFIER の設定が変わって、OFF に設定されたとしても、ストアド プロシージャは、QUOTED_IDENTIFIER が ON に設定されているかのように応答し、"x" を xという名前の列として扱います。

SQL Server Upgrade Wizard が、SQL Server 2000 でデータベース オブジェクトを再作成するとき、QUOTED_IDENTIFIER の設定によって、これら全てのオブジェクトの動作が決まります。SQL Server 6.5 で、全てのデータベース オブジェクトが同じ QUOTED_IDENTIFIER 設定で作成された場合は、その [On] か [Off] どちらかの設定をクリックします。SQL Server 6.5 で、オブジェクトが 2 つの設定の混合で作成された場合、または、使用された設定が不明の場合は、[Mixed] をクリックします。

[Mixed] オプションのとき、SQL Server Upgrade Wizard は、まず、二重引用符を含む全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を ON に設定して変換します。SQL Server Upgrade Wizard は、その後、作成に失敗した全てのオブジェクトを、QUOTED_IDENTIFIER を OFF に設定して変換します。
SQL Server Upgrade Wizard の終了
この画面を使用して、設定した変更を確認します。

[View warnings and choices in notepad] をクリックして、アップグレード スクリプトのテキスト バージョンを表示します。全てのオプションが正しい場合は、[Finish] をクリックします。
アップグレード スクリプトのインタープリタ
[Finish] をクリックした後、この画面にアップグレードの進捗が表示されます。
進捗表示
現在のタスクおよび完了までの進捗に関する情報が表示されます。表示される情報は、タスクの種類によって変わります。
タスク
SQL Server Upgrade Wizard が各アップグレード タスクを起動したとき、タスクが一覧に追加されます。
ステータス
SQL Server Upgrade Wizard は、各タスクに対するステータス (実行中(Running)、完了(Done)、またはエラー(Error)) を表示します。
起動済み
SQL Server Upgrade Wizard は、タスクの実行が開始された時刻と日付を表示します。
終了
SQL Server Upgrade Wizard は、タスクが完了した、または強制終了された時刻と日付を表示します。
タスクの一時停止
[Resume] をクリックするまで、バージョン アップグレード処理を一時的に中断します。
タスクの取り消し
現在実行中のタスクを取り消し、次のタスクに進みます。以降のタスクが実行される前に現在のタスクを完了する必要がないことが確実でない限り、タスクの取り消しは行わないでください。
タスクの再試行
現在のアップグレード タスクを再試行します。タスクがエラー終了し、その問題点が修正された場合、SQL Server Upgrade Wizard は現在のタスクを再試行します。
手順の間での一時停止
これによって、バージョン アップグレード処理に対話的に参加し、SQL Server Upgrade Wizard の進行を追うことができます。バージョン アップグレード処理の各手順の間で、SQL Server Upgrade Wizard から確認を求められます。
レプリケーションとアップグレード
SQL Server 2000 へのアップグレードのとき、組織の中のサーバーを一度に 1 台ずつアップグレードすることができます。しかし、サーバーがレプリケーションに使用されているときは、最初に Distributor (ディストリビュータ) を、次に Publisher (パブリッシャ) を、その後で Subscriber (サブスクライバ) をアップグレードする必要があります。多数の Publisher と Subscriber が存在するときは、この順番でサーバーを一度に 1 台ずつアップグレードすることをお勧めします。それによって、サーバーが異なるバージョンの SQL Server を実行していても、データのレプリケーションを続けることができます。SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 で作成されたサブスクリプションを維持したまま、SQL Server 2000 のインスタンスを実行するサーバーで、新しいパブリケーションとサブスクリプションを作成できます。

トランザクション レプリケーションを使用しているときは、Publisher の前に Subscriber をアップグレードすることができます。

SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 を実行しているレプリケーション サーバーを、SQL Server 2000 へアップグレードすることができます。サーバーが SQL Server 6.5 を実行している場合でも、SQL Server 2000 へアップグレードする前に SQL Server 7.0 へアップグレードする必要はありません。
重要: レプリケーションが設定されているサーバーを SQL Server 2000 へアップグレードするとき、データベースの互換性レベルは 70 (バージョン 7.0 との互換性) 以上に設定する必要があります。サーバーを 65 (バージョン 6.5) 以下の互換性レベルで実行している場合は、アップグレード処理の間は一時的に、互換性レベルを 70 以上に変更してください。
SQL Server 2000 へのアップグレード時に、Publisher または Subscriber が 65 以下の互換性レベルで実行されているとき、この操作が SQL Server バージョン 7.0 または SQL Server 2000 だけでサポートされていることを示すエラー 15048 が発生します。

フェイルオーバ クラスタのレプリケーションをアップグレードする場合は、アップグレードの前に、以前のインストールのクラスタを解除する必要があります。以前のインストールのクラスタ解除とは、全てのパブリケーションを削除し、レプリケーションを解除して、SQL Server 2000 へのアップグレード後に再構成することです。SQL Server 2000 を将来のリリースへアップグレードするときは、この必要性はなくなります。
アップグレードと即時更新
スナップショット レプリケーションまたはトランザクション レプリケーションで即時更新を使用している場合、SQL Server 2000 でこの機能が変更されたために、アップグレード方法が影響を受けます。即時更新アーティクルの行は、SQL Server 7.0 では timestamp 列を使用していましたが、現在は uniqueidentifier 列を使用してバージョンを識別しています。さらに、即時更新のために生成されるトリガも変更されており、トリガ生成コードはキューに登録された更新も使用できるように修正されました。これらの変更のために、追加のアップグレード手順が必要となります。

即時更新を使用する場合は、以下の手順に従ってください。
· データをレプリケートする前に、Publisher および Subscriber の両方をアップグレードします。
· パブリケーション、およびパブリケーションに対する全てのサブスクリプションを削除します。
· ALTER TABLE DROP COLUMN Transact-SQL ステートメントを使用して、Publisher のテーブルの timestamp 列、および Subscriber の更新を可能にしている Subscriber のテーブルの timestamp 列を削除します。
· パブリケーションおよびサブスクリプションを再作成します。システムによって、パブリッシュされたテーブルに uniqueidentifier 列が追加されます。この列は、行のバージョン管理に使用されます (Subscriber から更新を受け取ったときの競合を検出するため)。
Publisher および Subscriber の両方をアップグレードしてから、既存のパブリケーションの削除および再作成を行うことが推奨されますが、Publisher および Subscriber のアップグレード順番は任意です。Subscriber の再初期化や新規追加が必要な場合は、パブリケーションの削除および再作成が必要です。
アップグレードおよびファイル転送プロトコル
ファイル転送プロトコル (FTP) を使用している場合は、推奨されているアップグレード手順に従う必要があります。それによって、Subscriber が Distributor から必要な FTP 情報を入手できるようになります。

SQL Server 2000 は、FTP パラメータを Publication プロパティとして格納します。つまり、Subscriber で、各サブスクリプションに対してこのプロパティを管理する必要はもうありません。SQL Server 2000 へアップグレードするとき、Publication プロパティの FTP オプションはオフになります。したがって、FTP を使用する各パブリケーションについてこのプロパティを開いて、FTP パラメータをリセットする必要があります。

SQL Server 2000 のインスタンスを実行する Distributor を使用するとき、SQL Server 7.0 の Subscriber は、引き続き、Subscription プロパティに格納されている FTP パラメータを使用して FTP ファイルの場所を見つけます。しかし、SQL Server 2000 のインスタンスを実行する Subscriber は、以前のバージョンの SQL Server を実行する Distributor から FTP 情報を入手することはできません。

マージ レプリケーションまたはトランザクション レプリケーションを使用する既存のサブスクリプションは、再初期化または FTP サイトへの接続が必要にならない限り、この変更の影響は受けません。FTP パラメータは、スナップショット レプリケーションの発生前に指定する必要があります。そうしないと、レプリケーション エージェントがスナップショット ファイルの場所を見つけることができなくなります。
トラブルシューティングおよびレプリケーションのアップグレード
レプリケーション サーバーのアップグレード時にエラーが発生した場合、オフラインまたは使用不可のデータベースに関連している可能性があります。あるいは、スクリプトに不具合が発生した可能性も考えられます。

アップグレード時には、レプリケーション サーバーでの全てのデータ修正を停止することをお勧めします。SQL Server 6.5 からのアップグレード時は、アップグレード前に、ログ リーダー エージェントおよびディストリビューション エージェントを実行する必要があります。これによって、Subscriber への配信を保留されている、レプリケートされたコマンドがないことが保証されます。

SQL Server 2000 のインスタンスを実行しているサーバーを一度に 1 台ずつアップグレードすることができるために、レプリケーション構成の中のサーバーが、異なるバージョンの SQL Server を実行している環境が発生します。異なるバージョンの SQL Server をレプリケートすることは可能ですが、その中の一番古いバージョンの機能に制限される場合が多く発生します。
[image: image2]
重要: SQL Server 6.5 または 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードのとき、SQL Server Setup はいくつかの *.sql レプリケーション スクリプトを実行します。アップグレード処理には数分かかることがあり、進捗状況は表示されませんが、SQL Server インストール ディレクトリ存在する *.out および *.err ファイルでエラー メッセージを見ることができます。
下位互換性
SQL Server 2000 には、標準で、SQL Server 7.0 および SQL Server 6.5 との下位互換性が備わっています。下位互換性によって、データベース アプリケーションは、SQL Server 2000 においても、SQL Server 6.5 や SQL Server 7.0 のときと同じ動作が可能です。
下位互換性: SQL Server 2000 および SQL Server 7.0
SQL Server 2000 は、SQL Server 7.0 とほとんどの点で互換性があります。この項では、SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へアップグレードするときの下位互換性について説明します。
クライアントネットワークユーティリティ および名前付きインスタンス
SQL Server 7.0 以前の SQL Server クライアント接続コンポーネントを使用しているときは、SQL Server 2000 の名前付きインスタンスに接続する前に、Client Network Utility を使用して、別名をセットアップする必要があります。例えば、SQL Server 7.0 クライアントで、SQL Server 2000 の名前付きインスタンスに接続するには、\\computername\pipe\MSSQL$instancename\sql\query を指す別名を追加する必要があります。computername\instancename の別名を使用する場合は、クライアントは、この名前を SQL Server 2000 クライアントの場合と同じように指定することによって接続できます。TCP/IP Sockets および NWLink IPX/SPX Net-Libraries に対しては、Client Network Utility を使用してクライアントに別名を定義する必要があります。その別名は、名前付きインスタンスが受け付け可能なポート アドレスを指定するようにします。
マルチサーバー ジョブおよび名前付きインスタンス
Master Server および Target Server を使用しているとき、SQL Server 7.0 は SQL Server 2000 の名前付きインスタンスと共存することはできません。MSX/TSX 操作で、SQL Server 7.0 のインスタンスを SQL Server 2000 のインスタンスと一緒に使用するには、SQL Server 2000 の名前付きインスタンスではなく、デフォルトのインスタンスを使用する必要があります。
SQL Server 6.5 クライアントソフトウェア のアップグレード
サーバーで SQL Server バージョン 6.5 のインスタンスを実行しているときは、次の点に注意する必要があります。SQL Server 6.5 クライアント ソフトウェアから SQL Server 2000 クライアント ソフトウェアへアップグレードするとき (および、デフォルトの Net-Library を使用するアプリケーションがあるとき) は、クライアントネットワークユーティリティを使用して、名前付きパイプまたはマルチプロトコルを、Windows に認証接続するデフォルトの Net-Library にする必要があります。
認証モード
SQL Server 2000 は、次の 2 つのセキュリティ (認証) モードのどちらかで動作します。
· Windows 認証モード (Windows 認証)
· 混合モード (Windows 認証および SQL Server 認証) 
混合モードでは、Windows 認証または SQL Server 認証のどちらかを使用して接続できます。Windows NT 4.0 または Windows 2000 ユーザー アカウントによって接続するユーザーは、Windows 認証モードまたは混合モードのどちらかで、信頼関係接続 (Windows NT 4.0 または Windows 2000 で確認された接続) を使用できます。

SQL Server 認証は、下位互換性のために提供されています。SQL Server 認証の例は、単一の Windows 2000 グループを作成して、そのグループに必要な全てのユーザーを追加し、Windows 2000 グループに SQL Server へのログイン権限および任意のデータベースへのアクセス権限を与えるような場合です。
リモート テーブル操作のための ROWCOUNT 設定
データベース互換性レベルが 80 に設定されているとき、SQL Server 2000 では、ROWCOUNT はリモート テーブルに対する INSERT ステートメントでサポートされません。この INSERT 操作に対しては、SET ROWCOUNT オプションは無視されます。

リモート テーブルに対する INSERT ステートメントの ROWCOUNT 設定は、SQL Server 7.0 でサポートされました。
サーバー構成オプション
以下のサーバー構成オプションは、SQL Server 2000 ではサポートされていません。
	default sortorder id
	resource timeout

	extended memory size
	spin counter

	language in cache
	time slice

	language neutral full-text
	unicode comparison style

	max async IO
	unicode locale id


復旧モデルおよびデータベース オプション
復旧計画、バックアップ、および復旧処理を容易にし、システム運用の要件間のトレードオフを明確にするために、SQL Server 2000 には以下の復旧モデルが用意されています。
· 単純復旧 (Simple Recovery)
· 完全復旧 (Full Recovery)
· 一括ログ復旧 (Bulk-Logged Recovery)
各復旧モデルは、性能、ディスクおよびテープの容量、データ消失に対する保護、などの必要性の違いに対応しています。

SQL Server 7.0 以前のバージョンでは、同様な機能は、sp_dboption ストアド プロシージャで設定される trunc. log on chkpt および select into/bulkcopy データベース オプションの設定の組み合わせで用意されていました。

次の表は、trunc. log on chkpt および select into/bulkcopy の設定を、新しい復旧モデルに対応させたものです。
	trunc. log on chkpt
	select into/bulkcopy
	復旧モデル

	FALSE
	FALSE
	完全

	FALSE
	TRUE
	一括ログ

	TRUE
	TRUE
	単純

	TRUE
	FALSE
	単純


注: trunc. log on chkpt および select into/bulkcopy オプションが TRUE に設定されているデータベースをアップグレードする場合、select into/bulkcopy は FALSE に設定され、データベースは強制的に単純復旧モデルに設定されます。
trunc. log on chkpt および select into/bulkcopy データベース オプションは、下位互換性のために SQL Server 2000 でサポートされますが、将来のリリースではサポートされなくなる可能性があります。

SQL Server 2000 では、ALTER DATABASE Transact-SQL ステートメントの SET 句で、復旧モデルを含むデータベース オプションを指定できます。
予約語
次の語は、SQL Server 2000 の予約語ではありません。AVG、COMMITTED、CONFIRM、CONTROLROW、COUNT、ERROREXIT、FLOPPY、ISOLATION、LEVEL、MAX、MIN、MIRROREXIT、ONCE、ONLY、PERM、PERMANENT、PIPE、PREPARE、PRIVILEGES、REPEATABLE、SERIALIZABLE、SUM、TAPE、TEMP、TEMPORARY、UNCOMMITTED、WORK。

次の語は、SQL Server 2000 の予約語です。COLLATE、FUNCTION、OPENXML。
SQL Profiler 拡張ストアド プロシージャ
xp_trace_addnewqueue や xp_trace_generate_event などの SQL Profiler 拡張ストアド プロシージャは、SQL Server 2000 ではサポートされません。これらのストアド プロシージャは、新しいストアド プロシージャおよびシステムのユーザー定義機能に置き換わりました。
SQL Query Analyzer のデフォルトの接続オプション設定
SQL Server 7.0 以前のバージョンでは、SQL Query Analyzer のSET QUOTED_IDENTIFIER のデフォルトの設定は OFF でした。SQL Server 2000 では、SQL Query Analyzer のデフォルトの設定は ON です。これは、ODBC および OLE DB のデフォルトの設定でもあります。さらに、インデックス付きビューや計算列インデックスなど、SQL Server 2000 のいくつかの新機能では、このオプションを ON にする必要があります。
注: QUOTED_IDENTIFIER が ON のとき、文字列に二重引用符を使用すると構文エラーとなります。
bcp ユーティリティ
SQL Server 2000 で、以前のバージョンの DB-Library bcp で作成された文字ファイルを読み取るには、-V スイッチを使用します。
以前のバージョンのビジュアル データベース設計ツールからのデータベース ダイアグラム
以前のバージョンのビジュアル データベース設計ツールで作成されたデータベース ダイアグラムがあるときは、以下の点に注意してください。
SQL Server 2000 データベースに対して使用された最初のビジュアル データベース設計ツールが SQL Server 2000 のツールより前のバージョンの場合、SQL Server Enterprise Manager は、そのデータベースのデータベース ダイアグラムのオープンや作成を行うことができません。実行しようとすると、次のエラーが発生します。

ODBC error: [Microsoft][ODBC SQL Server Driver][SQL Server]Could not find stored procedure 'dbo.dt_getobjwithprop_u'.

データベースをこの状態にするビジュアル データベース ツールには、いくつかあります。これには、SQL Server 7.0 以前の Query Designer、View Designer、Database Designer、Table Designer、および、データベースのオブジェクトを列挙する多くのツールがあります。これらのツールは、また、Microsoft Access 2000 および Microsoft Visual Studio® 6.0 にも含まれています。

データベースに次のスクリプトを実行すれば、SQL Server Enterprise Manager がこのデータベースのデータベース ダイアグラムを処理できるようになります。

alter table dbo.dtproperties add uvalue nvarchar(255) null

go

if exists(select * from dbo.dtproperties) exec('update dbo.dtproperties set uvalue = convert(nvarchar(255), value)')

go

このスクリプトの実行後、SQL Server 2000 の SQL Server Enterprise Manager と以前のバージョンのビジュアル データベース ツールは共に、データベースのデータベース ダイアグラムに同時にアクセスすることができます。SQL Server 2000 データベースに対して以前のバージョンのデータベース ツールを使用するときは、ほかにも考慮しなければいけない問題があります。 
データ変換サービス
データ変換サービス (DTS) には、下位互換性の問題があります。
拡張 DTS オブジェクト
DTS のいくつかのオブジェクトは、SQL Server 2000 で拡張されています。
Copy SQL Server Objects タスク
SQL Server 2000 のインスタンスと SQL Server 7.0 の間でデータベース オブジェクトをコピーするとき、Copy SQL Server Objects タスク (SQL Server バージョン 7.0 の Transfer SQL Server Objects タスク) の使用に関する制限があります。
SQL Server 7.0 以前のバージョンでの DTS パッケージの実行
SQL Server 2000 のインスタンス上で作成された DTS パッケージは、SQL Server 7.0 以前のバージョンのインスタンスでは、ロードおよび実行を行うことができません。実行しようとすると、次のメッセージの 1つが表示されます。

"Invalid class string."

"Parameter is incorrect." 

どちらのメッセージも、現在のサーバーにはパッケージのロードに必要な全てのコンポーネントが含まれておらず、タスクや変換などの DTS パッケージで定義されたオブジェクトがサポートされないことを示しています。

しかし、このメッセージが表示された場合でも、SQL Server 2000 のインスタンスでは、パッケージのオープンおよびロードを行うことができます。
異なる照合、異なるコード ページ、非ユニコード データでの DTS の使用
Copy SQL Server Objects タスクおよび Copy Column 変換を使用して、SQL Server 2000 のインスタンスと SQL Server 7.0 の間で非ユニコード データをコピーしている場合、異なるコード ページおよび照合を使用するときに問題が発生します。
信頼関係接続の指定
SQL Server 7.0 では、信頼関係接続を得るために、ADO、OLE DB、または ODBC に対する接続文字列の中で "trusted_connection=yes" というコードを記述する必要はありませんでした。UID および PASSWORD を指定しない場合、SQL Server は、デフォルトとして信頼関係接続を試みました。SQL Server 2000 では、信頼関係接続を得るために、"trusted_connection=yes" のコードを記述する必要があります。
SQL-DMO の拡張オブジェクト
SQL Server 2000 では、SQL-DMO のいくつかのオブジェクトが拡張されています。
SQL-SCM

SQL-SCM (Service Control Manager) API は削除されており、サポートされていません。
English Query および OLAP Services for SQL Server 7.0 
English Query のインストールまたはアンインストールを希望する OLAP Services for SQL Server 7.0 のユーザーは、以下の点に注意してください。
· インストール時には、OLAP Services for SQL Server 7.0 を実行しないでください。English Query のインストール前に、OLAP Services サービスをシャットダウンしてください(コントロール パネルの Services アプリケーションを参照)。
· OLAP Services for SQL Server 7.0 がインストール済みであって、English Query をアンインストールする場合、OLAP Services を再インストールする必要があります。反対に、English Query がインストール済みであって、OLAP Services をアンインストールする場合、OLAP の接続性を維持するために、English Query を再インストールする必要があります。
これらの問題は、SQL Server 2000 Analysis Services (以前の OLAP Services) では発生しません。
下位互換性: SQL Server 2000 および SQL Server 6.5
SQL Server 2000 は、SQL Server 6.5 と多くの点で互換性があります。SQL Server バージョン 6.5 のほとんどの機能は、SQL Server 2000 にも残っています。SQL Server Upgrade Wizard がデータベース サーバーを SQL Server 2000 へアップグレードした後も、SQL Server 6.5 のほとんどのアプリケーションはそのまま動作します。

SQL Server 2000 のアップグレード処理を次に示します。
· SQL Server 2000 の新機能、または、処理の実行を容易にするために前バージョンから変更された機能の追加。
· アップグレードに必要な時間と労力の最小化。
以下のような互換性の問題が発生する場合があります。
· 構成オプション
サーバー構成オプションには、変更されたものがあります。
· SQL-DMO、タスク、およびレプリケーション
タスク、レプリケーション、およびデバイス オブジェクトは変更されました。SQL Server 2000 ではタスクの代わりにジョブを使用し、新しいシステム テーブルおよびシステム ストアド プロシージャが用意されます。
· レプリケーションおよびトリガ
Subscriber でのデータ修正が可能なレプリケーション タイプは、パブリッシュされたテーブルへの変更の追跡にトリガを使用します。パブリッシュされたテーブルへの修正を行ったアプリケーションにトリガがある場合は、sp_configure サーバー オプションの nested triggers を有効にする必要があります。このオプションでよって影響を受けるのは、マージ レプリケーションで使用されるテーブル、または、即時更新またはキュー登録の更新オプションによるスナップショット レプリケーションまたはトランザクション レプリケーションで使用されるテーブルです。トリガを使用する既存のデータベースにこれらのタイプのレプリケーションを追加する前に、アプリケーションが nested triggers オプションを有効にして正常に動作するかを確認してください。nested triggers オプションはデフォルトで有効ですが、このオプションが無効になっている場合は、再び有効にする必要があります。
· セグメントおよびデバイス
SQL Server 7.0 および SQL Server 2000 は、インデックスまたはテーブルの格納に、セグメントおよびデバイスではなく、ファイルおよびファイル グループを使用します。アプリケーションが、デバイス内でのセグメントの物理レイアウトに依存しなければ、アプリケーションの互換性の問題は発生しません。
· システム テーブル
アプリケーションがシステム テーブルへのアクセスに直接依存する場合は、アプリケーションの変更が必要な場合があります。システム ストアド プロシージャまたはインフォメーション スキーマ ビューを使用することをお勧めします。

以下に、SQL Server 2000 にはない SQL Server 6.x システム テーブルを示します。


	master.dbo.spt_datatype_info
	sysprocedures

	sysbackupdetail
	sysrestoredetail

	sysbackuphistory
	sysrestorehistory

	syshistory
	syssegments

	syskeys
	systasks

	syslocks
	sysusages


· バックアップおよび復元
SQL Server 2000 では、DUMP および LOAD の代わりに、BACKUP および RESTORE ステートメントを使用します。DUMP および LOAD は、下位互換性のためにサポートされていますが、いくつかの制限があります。
· システム ストアド プロシージャ
システム ストアド プロシージャには、サポートされなくなったものがあります。
詳細については、個々の下位互換性の項を参照してください。
下位互換性レベルの設定
Microsoft SQL Server 2000 は、デフォルトの設定では、以前のバージョンの SQL Server の標準とは異なる動作を行ういくつかの Transact-SQL ステートメントに対して、SQL-92 の動作を実行します。SQL Server 2000 は、また、以前のバージョンの SQL Server では予約語ではなかった、いくつかの予約語を強制的に使用します。既存のアプリケーションと一緒に既存のシステムをアップグレードするとき、既存のアプリケーションが以前の動作に依存する場合は、データベース互換性レベルの設定を使用して以前の動作を保持できます。これによって、アプリケーションを順序立ててアップグレードする時間が確保できます。しかし、ほとんどのアプリケーションは、動作の変更の影響は受けず、SQL Server 2000 の互換性レベルで動作します。

互換性レベルは、sp_dbcmptlevel システム ストアド プロシージャを使用して、各データベースに対して指定されます。データベースの互換性レベルは、60 (バージョン 6.0 互換性)、65 (バージョン 6.5 互換性)、70 (バージョン 7.0 互換性)、およびデフォルトの 80 (SQL Server 2000 互換性) に設定できます。互換性レベル設定の効果は、一般には、以前のバージョンの SQL Server にも存在した、少数の Transact-SQL ステートメントの動作に限定されます。データベース互換性レベルが 60 または 65 に設定されているときでも、アプリケーションは、SQL Server 2000 の新しい性能向上のほとんど全ての利点を得ることができます。アプリケーションは、また、機能強化されたクエリ プロセッサなどの利点も得ることができます。

SQL Server 2000 の全てのインスタンスのインストールに対して、全てのデータベースのレベルはデフォルトで 80 です。SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードでは、全てのデータベースのレベルはデフォルトで 80 です。SQL Server 6.5 および SQL Server 6.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードでは、既存のデフォルトの互換性レベルが保持されます。
重要: master データベースの互換性レベルは 80 であり、変更できません。master にユーザー定義のオブジェクトを追加した場合は、それが 80 の互換性レベルで正常に動作することを確認する必要があります。
model データベースは、アップグレード時に、自動的に SQL Server 2000 の互換性レベルに設定されます。全ての新しいユーザー定義のデータベースは、model と同じ互換性レベルの設定で作成されます。アップグレード後に作成される新しいデータベースの SQL Server 2000 機能を使用しない場合は、sp_dbcmptlevel を使用して、model の互換性レベルの設定を変更してください。

いくつかの機能は、低い互換性レベルでは有効になりません。例えば、キーワード LEFT、OUTER、および JOIN は、互換性レベル 60 ではキーワードではありません。つまり、LEFT OUTER JOIN 句を有効にするには、データベースの互換性レベルを 65 以上に設定する必要があります。アプリケーションが、高い互換性レベルでしか使用できない機能を利用するには、データベースを使用する全てのアプリケーションを、高い互換性レベルで正常に動作するようにアップグレードする必要があります。

同様に、データベースの互換性レベルを 65 に設定すると、データベース バージョン 6.5 互換となりますが、必ずしもバージョン 6.5 の機能が提供されるわけではありません。例えば、SET ANSI_PADDING が ON で、主キーの列に文字列 'abc' および 'abc ' を挿入しようとすると、SQL Server 2000 は文字列が複製されようとしていると判断し、主キーの制約に違反する動作を実行しません。SQL Server 6.5 では、この 2 つの文字列は一意であると判断され、両方の文字列の挿入は正常に行われます。互換性レベルを 65 に設定しても、SQL Server 2000 に、文字列を一意の値と扱うよう強制するわけではありません。
注: 互換性レベル 60 または 65 で実行することによって、SQL Server 2000 で従来の機能が保持されますが、これらの機能のサポートは将来のバージョンの SQL Server ではなくなる可能性があります。できるだけ早く、互換性レベル 80 で正常に動作するように、アプリケーションをアップグレードするよう計画することをお勧めします。
SQL Server 下位互換性の詳細
SQL Server 2000 では、多くの新機能が追加されました。ほとんどの変更は、内部的な変更であり、データベース スクリプトやアプリケーションには影響しません。全ての Transact-SQL ステートメントは互換性があります。しかし、管理ツールやスクリプトは、SQL Server 2000 で動作させるためにはアップグレードが必要です。

この項では、下位互換性について、SQL Server 6.5 ではサポートされていたが、変更されたために管理ツールやスクリプトに影響する可能性のある機能の詳細な一覧を示します。下位互換性レベルは、これらの変更には影響しません。

管理ツールまたはスクリプトへの潜在的な影響を示すために、機能変更を 4 つのレベルに分類しました。
	レベル
	内容

	1
	SQL Server 2000 で削除されたか、またはサポート対象外となった、管理ステートメント、ストアド プロシージャ、または SQL Server の項目。これらの項目を使用している管理ツールまたはスクリプトは、SQL Server 2000 を使用する前に修正する必要があります。

	2
	以前のバージョンの SQL Server とは異なる動作の原因となる重要な変更。この分類の項目には、例えば、データ タイプの変換や選択機能使用時の動作の変更、選択された Transact-SQL ステートメントおよびストアド プロシージャの句の動作変更、選択されたシステム テーブルの列名の変更、データベースの互換性設定に起因する動作の変更、などがあります。

	3
	下位互換性のためだけにサポートされる項目。この分類の項目は、現在は完全にサポートされますが、将来のリリースでは削除またはサポート対象外となる可能性があります。SQL Server 2000 には、これらの処理をより効率的に実現する機能が用意されており、サポートも継続されます。

	4
	以前のバージョンの SQL Server とは異なる動作の原因となる小規模な変更。例えば、この分類の項目は無視されるか、あるいは、1 つまたは複数の無視されるパラメータ、バイト長の変更、追加されたパラメータまたは列、変更されたデータ タイプ列、などを持っています。


SQL Server の下位互換性のこれら 4つのレベルの詳細については、付録を参照してください。
SQL Server 2000 で使用されない SetHostName プロパティ
SQL Server 6.5 の統合セキュリティを使用しているとき、SQL Server 6.5 は、システム管理者が SQL Enterprise Manager で SET HOSTNAME TO USERNAME オプションをアクティブ化しない限り、接続に使用された Windows NT アカウントを報告しませんでした。

この設定は、また、SQL-DMO SetHostName プロパティによってもアクティブ化することができました。この設定を有効にすると、次の関数および列は、クライアント コンピュータのネットワーク名ではなく、ユーザーの Windows NT アカウント名を返しました。
· Transact-SQL HOST_NAME() 関数
· sp_who によって返される結果セットの hostname 列
· sysprocesses の hostname 列
SQL Server 2000 では、sp_who 結果セットの loginame 列には、Windows NT 認証での接続に使用した Windows NT アカウント名が含まれています。Windows NT 認証を使用した接続の Windows NT アカウントを必要とするアプリケーションは、この列を参照します。

SQL Server 2000 Enterprise Manager には、SET HOSTNAME TO USERNAME オプションがありません。SQL Server 2000 では、SQL-DMO SetHostName プロパティの設定は無視されます。
フェイルオーバ クラスタリング
SQL Server 2000 Enterprise Edition では、SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタリングによって、高い稼働率が実現されます。例えば、オペレーティング システムの障害や計画的なアップグレードの間に、1つのフェイルオーバ クラスタを構成して、フェイルオーバ クラスタ構成のほかの任意のノードにフェイルオーバすることができます。こうして、システムのダウン時間を最小限に抑え、サーバーの稼働率を高めることができます。フェイルオーバ クラスタのインストール、構成、メンテナンスには、SQL Server Setup を使用します。このときは、必ず最初に、SQL Server 2000 Books Online の詳細情報をお読みください。本書は導入部分の説明のみを目的にしています。
SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタへのアップグレード
SQL Server 2000 のフェイルオーバ クラスタへのアップグレードでは、デフォルトのインスタンスは 1つだけが許されます。SQL Server 2000 へのアップグレードの前に、既存の任意の SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 のクラスタ化されたインスタンスのクラスタを解除するには、SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 の Cluster Wizard を使用してください。その後、SQL Server 2000 の SQL Server Setup を実行してください。

SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 フェイルオーバ クラスタは、SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタと同じコンピュータには共存できません。SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 では、1 台のサーバーにクラスタ解除された SQL Server が存在するアクティブ/アクティブ構成またはアクティブ/パッシブ構成で、名前の競合が発生します。両方のサーバーが、デフォルトのインスタンスです。
重要: SQL Server 2000のインストール後に、SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 のCluster Wizardは起動できません。

SQL Server 2000 では、サービス (SQL Server、SQL Server Agent、およびクラスタ化されたグループの全てのサービス) には、ドメイン アカウントを使用する必要があります。コンピュータが Windows NT Server 4.0 Enterprise Edition で動作している場合は、このドメイン アカウントは、クラスタの全てのコンピュータの管理者でなければなりません。
注: SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 フェイルオーバ クラスタでレプリケーションを使用していて、SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタへアップグレードする場合は、前のインストールのクラスタを解除する必要があります。全てのパブリケーションを削除し、レプリケーションを解除して、アップグレード後にレプリケーションを再構成します。将来のリリースで、SQL Server 2000 からアップグレードするときは、この必要性はなくなります。
SQL Server 6.5 アクティブ/パッシブ フェイルオーバ クラスタからアップグレードするには
1. SQL Server バージョン 6.5 のクラスタを解除します。
2. SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスをインストールします。

バイナリをローカル ドライブにインストールして、そのデータに対してクラスタ ディスクを使用する必要があります。このローカル ドライブは、非クラスタ ディスクのパスであり、クラスタの全てのノードで有効です。このドライブは、クラスタの全てのノードで、最低 300 MB の使用可能な領域を持つ必要があります。
3. SQL Server Upgrade Wizard を使用して、データを SQL Server 2000 へ移行します。
4. SQL Server 6.5 をアンインストールします。
5. SQL Server Setup を実行して、SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスを、SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタへアップグレードします。
SQL Server 6.5 アクティブ/アクティブ フェイルオーバ クラスタからアップグレードするには
注: SQL Server 6.5 アクティブ/アクティブ フェイルオーバ クラスタ (または、SQL Serve が 2 番目のノードに存在する任意の構成) からアップグレードするには、最初に、フェイルオーバ クラスタの 1 サイドを SQL Server 2000 の名前付きインスタンスに変換する必要があります。
1. ノード 1 で、SQL Server 6.5 のクラスタを解除します。ノード 2 で、SQL Server 6.5 のクラスタを解除します。
2. ノード 1 で、SQL Server 2000 のデフォルトの (非クラスタの) インスタンスをインストールします。

バイナリをローカル ドライブにインストールして、そのデータに対してクラスタ ディスクを使用する必要があります。このローカル ドライブは、非クラスタ ディスクのパスであり、クラスタの全てのノードで有効です。このドライブは、クラスタの全てのノードで、最低 300 MB の使用可能な領域を持つ必要があります。
3. ノード 1 で、SQL Server 2000 Upgrade Wizard を実行して、データを SQL Server 2000 へ移行します。
4. ノード 1 で、SQL Server 6.5 のインスタンスをアンインストールします。
5. ノード 1 で、SQL Server 2000 の名前付きのクラスタ化されたインスタンスをインストールします。
6. Copy Database Wizard (CDW.exe) を実行して、SQL Server のデータ (元は、SQL Server 6.5 にあった) を、SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタの名前付きインスタンスに移行します。
7. ノード 1 で、SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスをアンインストールします。
8. ノード 2 で、SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスをインストールします。
9. SQL Server 2000 Upgrade Wizard を実行して、データを SQL Server 2000 に移行します。

バイナリをローカル ドライブにインストールして、そのデータに対してクラスタ ディスクを使用する必要があります。このローカル ドライブは、非クラスタ ディスクのパスであり、クラスタの全てのノードで有効です。このドライブは、クラスタの全てのノードで、最低 300 MB の使用可能な領域を持つ必要があります。
10. ノード 2 で、SQL Server 6.5 のインスタンスをアンインスト－ルします。
11. ノード 2 で、SQL Server デフォルトのインスタンスを、クラスタ化されたインスタンスへアップグレードします。
SQL Server 7.0 アクティブ/アクティブ フェイルオーバ クラスタからアップグレードするには
注: SQL Server バージョン 7.0 アクティブ/アクティブ フェイルオーバ クラスタ (または、SQL Serve が 2 番目のノードに存在する任意の構成) からアップグレードするには、最初に、フェイルオーバ クラスタの 1 サイドを SQL Server 2000 の名前付きインスタンスに変換する必要があります。
1. ノード 1 で、SQL Server バージョン 7.0 のクラスタを解除します。ノード 1 を再起動します。
2. ノード 2 で、SQL Server 7.0 のクラスタを解除します。ノード 2 を再起動します。
3. ノード 1 で、SQL Server 2000 のクラスタ化された名前付きインスタンスを、仮想サーバーとしてインストールします。これはアップグレード手順ではなく、SQL Server 7.0 および SQL Server 2000 の同時インストールです。データを、ノード 2 と同じ位置またはディスクにはインストールしないでください。これを行った場合は、ノード 2 を SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へアップグレードしようとしたとき、セットアップが失敗します。
4. ノード 1 で、Copy Database Wizard (CDW.exe) を実行して、全てのデータベースおよび関連する情報を、SQL Server 7.0 から、SQL Server 2000 のクラスタ化された名前付きインスタンスに移行します。
5. ノード 1 で、SQL Server 7.0 をアンインスト－ルします。
6. ノード 2 で、SQL Server 7.0 を SQL Server 2000 へ、デフォルトのインスタンスとしてアップグレードします。

バイナリをローカル ドライブにインストールして、そのデータに対してクラスタ ディスクを使用する必要があります。このローカル ドライブは、非クラスタ ディスクのパスであり、クラスタの全てのノードで有効です。このドライブは、クラスタの全てのノードで、最低 300 MB の使用可能な領域を持つ必要があります。
7. ノード 2 で、SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスを、クラスタ化されたインスタンスへアップグレードします。
注: あるいは、SQL Server 2000 の名前付きインスタンスを 2 つ作成し、Copy Database Wizard を使用して、両方の SQL Server 7.0 を SQL Server 2000 のクラスタ化された名前付きインスタンスへアップグレードすることもできます。この方が、一貫性が高くなります。というのは、SQL Server 2000 のクラスタ化されたインストールへの全ての参照は VirtualServer\Instance の形となり、時々 servername だけになるのではなく、時々 servername および instancename の両方となるためです。
SQL Server 7.0 アクティブ/パッシブ フェイルオーバ クラスタからアップグレードするには
1. ノード 1 で、SQL Server バージョン 7.0 のクラスタを解除します。ノード 1 を再起動します。
2. ノード 1 で、SQL Server 7.0 を SQL Server 2000 へ、デフォルトのインスタンスとしてアップグレードします。

バイナリをローカル ドライブにインストールして、そのデータに対してクラスタ ディスクを使用する必要があります。このローカル ドライブは、非クラスタ ディスクのパスであり、クラスタの全てのノードで有効です。このドライブは、クラスタの全てのノードで、最低 300 MB の使用可能な領域を持つ必要があります。
3. ノード 1 で、SQL Server 2000 のデフォルトのインスタンスを、SQL Server 2000 のクラスタ化されたインスタンスへアップグレードします。
フェイルオーバ クラスタのインストール
SQL Server 2000 のフェイルオーバ クラスタをインストールするときは、以下を行う必要があります。
· オペレーティング システムが正しくインストールされていること、フェイルオーバ クラスタリングがサポートされていることを確認します。
· 使用する SQL Server のツール、機能、およびコンポーネントが、フェイルオーバ クラスタリングに対してサポートされているかどうかを検討します。
· フェイルオーバ クラスタリングが、使用する製品に依存しているかどうかを検討します。
· Books Online の情報を使用して、新しいフェイルオーバ クラスタの作成方法を検討します。
· SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 クラスタから SQL Server 2000 フェイルオーバ クラスタへのアップグレードについての説明書を見直します。
結論
SQL Server 6.5 または SQL Server 7.0 から SQL Server 2000 へのアップグレードには、十分な時間と計画が必要です。しかし、SQL Server 2000 の機能強化点を考慮すれば、アップグレードは十分その努力に値します。本書で概説した手順に従うことによって、フェイルオーバ クラスタを含む SQL Server 2000 をスムーズかつ効率的に導入することができます。
詳細については、 http://www.microsoft.com/japan/sql/ および SQL Server Books Online を参照してください。
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下位互換性のレベル 1 は、SQL Server 6.5 ではサポートされたが、SQL Server 2000 で削除された、またはサポート対象外となった管理ステートメント、ストアド プロシージャ、および Microsoft SQL Server の項目です。これらの項目を使用している管理ツールまたはスクリプトは、SQL Server 2000 を使用する前に修正する必要があります。
	小見出し
	関連項目

	バックアップおよび復元
	BACKUP
RESTORE
DUMP 
LOAD
sysbackuphistory
sysbackupdetail
sysrestorehistory
sysrestoredetail
backupfile
backupmediafamily
backupmediaset
backupset
restorefile
restorefilegroup
restorehistory

	構成オプション
	sp_configure (backup buffer size, backup threads, database size, free buffers, hash buckets, LE threshold maximum, LE threshold minimum, LE threshold percent, logwrite sleep, max lazywrite IO, memory, open databases, procedure cache, RA cache hit limit, RA cache miss limit, RA delay, RA pre-fetches, RA slots per thread, RA worker threads, recovery flags, remote conn timeout, SMP concurrency, sort pages, min memory per query, index create memory, tempdb in ram, および user connections オプション)
trace flag 204

	カスタム並べ替え順
	文字セット、並べ替え順、およびユニコード照合

	データベース
	ALTER DATABASE

	データベース オプション
	sp_dboption (subscribe および no chkpt. on recovery オプション)
sp_addsubscription
RESTORE

	データ アクセス オブジェクト (DAO)
	odbccmpt ユーティリティ

	DBCC
	DBCC DBREINDEX
DBCC MEMUSAGE
DBCC SHRINKDB

	DB-Library
	Two-Phase Commit
DB-Library for Visual Basic 

	DECnet Network Library
	DECnet Sockets Net-Library

	ディスク コマンド
	DISK REINIT
DISK REFIT
ALTER DATABASE

	ディスク ミラーリング
	DISK MIRROR
DISK REMIRROR
DISK UNMIRROR

	インデックス
	CREATE INDEX

	オープン データ サービス
	Windows NT Component Services
SRV_CONFIG
SRV_PROC
SRV_SERVER
srv.h
Opends60.lib

	プログラム グループ ツールおよびユーティリティ
	Client Network Utility
ISQL_w
MS Query
SQL Client Configuration
SQL Enterprise Manager
SQL Help
SQL Security Manager
SQL Trace
SQL Performance Monitor
SQL Service Manager
SQL Setup
SQL Query Analyzer
SQL Server Enterprise Manager
SQL Server Profiler
SQL Server Service Manager

	レプリケーション
	制限付きパブリケーション
DBOption オブジェクト
ReplicationDatabase object EnablePublishing プロパティ
repl_publisher ログイン

	セキュリティ
	DENY
区切り記号識別子

	セグメント
	CREATE INDEX
CREATE TABLE
sp_addsegment
sp_dropsegment
sp_extendsegment
sp_helpsegment
CREATE DATABASE
ALTER DATABASE

	サービス
	SQL Executive

	SET DISABLE_DEF_CNST_CHK
	SET DISABLE_DEF_CNST_CHK

	SET SHOWPLAN
	SET SHOWPLAN
SET SHOWPLAN_ALL
SET SHOWPLAN_TEXT

	SQL Alerter
	SQLALRTR.exe

	SQL-DMO
	sqlole.dll

	システム ストアド プロシージャ (General Extended Procedures)
	xp_snmp_getstate
xp_snmp_raisetrap

	システム ストアド プロシージャ (レプリケーション)
	sp_replica
sp_replsync
sp_helppublicationsync
sp_subscribe
sp_unsubscribe
@@ERROR
sp_changepublication
sp_addpublisher
sp_adddistpublisher
sp_droppublisher
sp_dropdistpublisher
sp_distcounters
sp_helpreplicationdb
sp_helpreplicationdboption
sp_replstatus

	システム ストアド プロシージャ (システム)
	ALTER TABLE
CREATE TABLE
sp_help
sp_helpconstraint
sp_commonkey
sp_dropkey
sp_foreignkey
sp_helpjoins
sp_helpkey
sp_primarykey
sp_placeobject
sp_dbinstall
sp_attach_db
sp_makestartup
sp_unmakestartup
sp_procoption
sp_helplogins
sp_helprotect
sp_tableoption
sp_serveroption (fallback オプション)
sp_setlangalias
sp_droplanguage
sp_fallback_activate_svr_db
sp_fallback_deactivate_svr_db
sp_fallback_enroll_svr_db
sp_fallback_help
sp_fallback_permanent_svr
sp_fallback_upd_dev_drive
sp_fallback_withdraw_svr_db
sp_devoption
sp_diskdefault
sp_helplog
sp_helpstartup
sp_help_revdatabase
sp_sqlexec
sp_addlanguage

	システム ストアド プロシージャ (タスク)
	sp_addalert
sp_addnotification
sp_addoperator
sp_dropalert
sp_dropnotification
sp_dropoperator
sp_helpalert
sp_helphistory
sp_helpnotification
sp_helpoperator
sp_purgehistory
sp_runtask
sp_stoptask
sp_updatealert
sp_updatenotification
sp_updateoperator
sp_add_alert
sp_add_notification
sp_add_operator
sp_delete_alert 
sp_delete_notification
sp_delete_operator
sp_help_alert
sp_help_jobhistory
sp_help_notification
sp_help_operator
sp_purge_jobhistory
sp_start_job
sp_stop_job
sp_update_alert
sp_update_notification
sp_update_operator

	システム テーブル
	インフォメーション スキーマ ビュー
システム ストアド プロシージャ (Catalog Procedures)
sysdevices (mirrorname および stripeset 列)
syshistory
sysjobhistory
sysindexes (distribution, segment, rowpage, keys1, およびkeys2 列)
syskeys
syslocks
syslockinfo
syslogs
sysprocesses (gid および suid 列)
sysprocedures
syscomments
syssegments
CREATE DATABASE
ALTER DATABASE
CREATE TABLE
ALTER TABLE
CREATE INDEX
systasks
sysjobs
sysjobsteps
sysjobservers
sysusages
master.dbo.spt_datatype_info

	トランザクション
	データ タイプ変換

	ユーティリティ
	probe ログイン


ユーティリティ
動作に関する大きな変更の扱い
下位互換性のレベル 2 は、以前のバージョンの SQL Server とは異なる動作の原因となる、 Microsoft SQL Server 2000 の重要な変更からなっています。この分類の項目には、例えば、データ タイプの変換や選択機能の使用時における動作の変更、選択された Transact-SQL ステートメントおよびストアド プロシージャ句の動作の変更、選択されたシステム テーブルの列名の変更、データベースの互換性設定に起因する動作の変更、などがあります。ここでは、これらの項目に対する下位互換性の詳細について説明します。
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付録 3: SQL Server 6.5 下位互換性 - レベル 3
従来機能向上のためのアップデート
下位互換性のレベル 3 は、Microsoft SQL Server 6.5 でサポートされていて、SQL Server 2000 (および SQL Server 7.0) では下位互換性のためだけにサポートされる項目からなっています。この分類の項目は、現在は完全にサポートされますが、将来のリリースでは削除またはサポート対象外となる可能性があります。この下位互換性項目は、できるだけ早く、推奨される項目に置き換えることをお勧めします。SQL Server 2000 には、これらの処理をより効率的に実現する機能が用意されており、サポートも継続されます。

ここでは、これらの項目に対する下位互換性の詳細について説明します。
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付録 4: SQL Server 6.5 下位互換性 - レベル 4
動作の小規模な変更の扱い
下位互換性のレベル 4 は、前のバージョンの SQL Server とは異なる動作の原因となる、Microsoft SQL Server 2000 の小規模な変更からなっています。例えば、この分類の項目は無視されるか、あるいは、1つまたは複数の無視されるパラメータ、バイト長の変更、追加されたパラメータまたは列、変更されたデータ タイプ列、などを持っています。

ここでは、これらの項目に対する下位互換性の詳細について説明します。
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